
（ 7）

は
じ
め
に

こ
れ
は
ソ
ロ
モ
ン
の
雅が

か歌
な
り
。
ね
が
は
し
き
は
彼か
れ

そ
の
口く
ち

の
接く
ち
つ
け吻
を
も
て
我わ
れ

に
く
ち
つ
け

せ
ん
こ
と
な
り
。
汝な
ん
ぢの
愛あ
い

は
酒さ
け

よ
り
も
ま
さ
り
ぬ
。

　

文
語
訳
旧
約
聖
書
（
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
刊
）
の
「
雅
歌
」（T

he Song of Solom
on

）

は
、
早
く
上
田
敏
が
「
全
く
国
文
の
修
養
を
お
こ
た
れ
る
十
数
年
前
に
於
て
よ
く
も
か
ゝ
る
雅
致

の
文
を
な
し
ゝ
か
」（「
細
心
精
緻
の
学
風
」（『
帝
国
文
学
』
第
二
巻
第
八
号
、
明
治
二
十
九
年
八

月
発
行
）
と
驚
歎
し
て
以
来
、
今
日
に
至
る
で
名
訳
と
い
う
評
価
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え

ば
『
婦
人
之
友
』（
婦
人
之
友
社　

昭
和
三
十
年
（1955

）
三
月
号
）
に
は
詩
人
高
村
光
太
郎
の

次
の
よ
う
な
文
章
が
載
っ
て
い
る
（「
聖
書
日
本
訳
の
文
体
「
雅
歌
」
―
私
の
好
き
な
詩
歌
―
」）。

　
　

  「
北
風
よ
起
れ
、
南
風
よ
来
れ
、
我
園
を
吹
き
て
そ
の
香
り
を
揚
げ
よ
。
ね
が
は
く
は

わ
が
愛
す
る
者
の
お
の
が
園
に
入
り
き
た
り
て
そ
の
佳
き
果
を
食
は
ん
こ
と
を
。」

　

こ
れ
は
聖
書
「
雅
歌
」
第
四
章
の
終
末
の
句
で
あ
る
。
何
も
こ
の
句
ば
か
り
で
は
な
く
、

雅
歌
全
体
が
ゆ
た
か
な
い
い
詩
で
、
わ
た
し
は
よ
く
繰
り
返
し
読
む
。
ど
う
い
う
人
が
訳
し

た
の
か
、
そ
の
日
本
語
も
品
位
が
あ
り
、
格
調
正
し
く
、
随
分
積
極
的
な
、
激
烈
な
、
愛
の

感
情
を
う
た
つ
て
い
る
の
だ
が
、
騒
が
し
く
な
く
、
し
か
も
ど
う
ど
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
辛
口
の
評
価
を
す
る
藤
原
藤
男
氏
も
「
措
辞
、
文
体
、
語
感
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
深
い
美

し
さ
に
お
い
て
非
常
に
優
れ
、
口
語
訳
な
ど
の
遠
く
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
誉
め
よ

う
で
あ
る
（『
聖
書
の
和
訳
と
文
体
論
』
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
昭
和
四
十
九
年
〔1974

〕
刊
、「
第

8
章
五
節
「
雅
歌
の
翻
訳
文
体
管
見
」p.288

）。

　
「
雅
歌
」
は
、
栄
華
を
誇
る
ソ
ロ
モ
ン
と
貧
し
い
田
舎
の
少
女
と
の
愛
を
歌
っ
た
も
の
と
も
、

少
女
が
ソ
ロ
モ
ン
の
愛
を
退
け
て
田
舎
の
牧
者
の
青
年
と
の
愛
を
守
っ
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
て

い
る
男
女
の
愛
を
謳
歌
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
村
光
太
郎
が
言
う
よ
う
に
「
随
分
積
極
的
な
、

激
烈
な
、
愛
の
感
情
」
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
互
い
の
肉
体
の
美
し
さ
を
称
え
る
句
が
繰
り
返
さ

れ
、
肉
体
的
関
係
を
示
唆
す
る
句
も
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
冒
頭
の
一
節
の
「
酒さ
け

よ
り
も
ま
さ
」

る
「
接く
ち
つ
け吻
」
も
、
キ
リ
ス
ト
教
が
認
め
る
神
へ
の
敬

を
表
わ
す
も
の
で
も
、
支
配
者
へ
の
服
従

を
表
わ
す
も
の
で
も
、
親
子
兄
弟
や
友
人
に
対
す
る
愛
情
を
表
わ
す
も
の
で
も
な
く
、「
そ
の
唇

は
百
合
花
の
ご
と
く
に
し
て
没も
つ
や
く薬
の
汁
を
し
た
ゝ
ら
」
せ
（
第
五
章
十
三
節
）、「
舌
の
底
に
蜜
と

乳
」（
第
四
章
十
一
節
）
を
求
め
る
性
愛
の
接
吻
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
書
が
聖
書
の
正カ
ノ
ン典
と
な
っ
て
い
る
理
由
が
問
わ
れ
て
き
た
。

か
つ
て
は
神
の
愛
（
ア
ガ
ペ
ーagape

）
の
寓ア
レ
ゴ
リ
ー喩
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
は
、
男
は
神
で
あ
り
、
女
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
で
あ
る
（
注
①
）。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
男
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
女
は
教
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ

論　　文
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ル
に
お
け
る
豊
穣
祈
祷
の
祭
儀
、
あ
る
い
は
シ
リ
ア
に
お
け
る
婚
礼
の
儀
式
な
ど
で
歌
わ
れ
て
い

た
民
間
歌
が
素
材
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
研
究
が
出
さ
れ
て
か
ら
は
（
注
②
）、
そ

う
し
た
男
女
の
愛
も
ま
た
、
神
の
愛
に
導
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
捉
え
方
に
落
ち
着
い
て
き
て
い

る
よ
う
で
あ
る
（
注
③
）。

　

こ
う
し
た
議
論
の
根
底
に
は
霊
を
尊
び
肉
を
卑
し
む
考
え
方
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
特
徴

的
な
考
え
方
が
あ
る
。
佐
藤
全
弘
氏
の
説
明
を
借
れ
ば
（『
聖
書
は
性
に
つ
い
て
ど
う
教
え
る
か

「
雅
歌
」
に
学
ぶ
』
教
文
館
、
平
成
十
八
年
〔2006

〕
刊
。p.155

）、

大
陸
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
ル
タ
ー
派
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
幕
末
か
ら

明
治
の
初
め
、
日
本
に
影
響
を
与
え
た
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
に
は
、
霊
肉
分
断
、
霊
の
み
尊

重
、
肉
は
軽
視
と
い
う
、
福
音
本
来
の
真
理
に
背
く
考
え
が
深
く
し
み
つ
い
て
い
ま
し
た
。

二
千
年
近
い
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
伝
統
下
に
神
学
も
教
理
も
と
と
の
え
、
ロ
ー
マ
の
法
体
制
の

影
響
下
に
教
会
法
を
組
織
し
て
き
た
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
は
、
無
理
も
な
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、（
下
略
）。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
雅
歌
」
そ
の
も
の
を
無
視
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
男
女

の
愛
を
神
の
愛
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
（
注
④
）。

　

こ
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
霊
尊
肉
卑
の
考
え
は
愛
の
訳
語
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

『
聖
書
事
典
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
昭
和
三
十
六
年
〔1961
〕
刊
）
に
言
う
、

愛
は
、
聖
書
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
聖
書
は
、
こ
れ
を
厳
密

に
規
定
し
た
。
新
約
聖
書
は
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
普

通
に
用
い
ら
れ
る
、
四
つ
の
愛
を
表
わ
す
語
、
エ
ロ
ー
ス
（
性
的
な
愛
）、
ス
ト
ル
ケ
（
家

族
に
対
す
る
愛
）、
フ
ィ
リ
ア
（
友
人
に
対
す
る
愛
）、
ア
ガ
ペ
ー
の
う
ち
、
ア
ガ
ペ
ー
を
用

い
て
い
る
。
旧
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
に
お
い
て
も
、
へ
ブ
ル
語
の
愛
に
あ
た
る
ア
ハ

バ
ー
の
訳
語
に
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
愛
を
他
の

類
似
の
愛
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。（
ア
ガ
ペ
ー
の
―
引
用
者
注
）
愛
は
、
神
の
人
間
に

対
す
る
愛
、
人
間
の
神
に
対
す
る
愛
、
人
間
の
人
間
に
対
す
る
愛
の
、
三
つ
に
分
け
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ア
ガ
ペ
ー
の
う
ち
、「
人
間
の
人
間
に
対
す
る
愛
」
は
『
聖
書
大
辞
典
』（
日
曜
世
界
社
、
昭
和

九
年
〔1934

〕
刊
）
で
は
「
神
と
の
契
約
に
お
け
る
―
宗
教
に
よ
っ
て
浸
潤
さ
れ
た
―
人
間
相
互

の
愛
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

 　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
に
お
い
て
「
愛あ
い

」
と
い
う
語
は
自
己
本
位
の
愛
（
エ
ロ

ス
）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
禄
慶
長
の
時
代
（1590

―1611

）
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
で

は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
は
「
御
大
切
」
と
訳
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
（
注

⑤
）。
と
こ
ろ
が
、
明
治
期
に
訳
さ
れ
た
聖
書
で
は
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
も
「
愛あ
い

」
と
訳
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
如
何
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
時
エ
ロ
ス
の
愛
を
意
味

す
る
「
愛あ

い

」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題

を
文
語
訳
旧
約
聖
書
「
雅
歌
」
の
訳
語
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

1　

ア
ハ
ヴ
ァ
ー
の
「
愛
」
と
ド
デ
ィ
ー
の
「
愛
」

　

文
語
訳
「
雅
歌
」
に
現
れ
る
「
愛あ
い

」「
愛あ
い

す
」
と
い
う
訳
語
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
に
ア
ハ

ヴ
ァ
ー
（ahabar

）
と
あ
る
も
の
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
ド
デ
ィ
ー
（dodi

）
と
あ
る
も
の
に

対
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（
注
⑥
）。
そ
れ
ら
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
注
⑦
）。

　

表
に
は
、『
旧
約
全
書
』（
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
刊
）
の
日
本
語
訳
（
本
稿
で
は
【
元
訳
】

と
呼
ぶ
）
に
そ
の
日
本
語
訳
を
行
う
の
に
用
い
ら
れ
た
欽
定
英
訳
（【
Ａ
Ｖ
】）
と
三
種
の
漢
訳
―

ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
・
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
漢
訳
（【
Ｂ
Ｃ
】）、
英
国
と
米
国
の
代
表
者
に
よ
る
漢
訳

（【
代
表
】）、
北
京
官
話
訳
（【
官
話
】）
―
の
訳
語
を
も
併
せ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
用
例
の
所
在

は
第
一
章
三
節
を
（
1
・
3
）
な
ど
と
示
す
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
と
【
元
訳
】
と
で
節
番
号
が
異

な
る
も
の
は
【
元
訳
】
に
よ
る
。

　

ア
ハ
ヴ
ァ
ー

（
章
・
節
） 【
元
訳
】 

【
Ａ
Ｖ
】 

【
Ｂ
Ｃ
】 

【
代
表
】 

【
官
話
】

（
1
・
3
） 

愛あ
い

す 
love 

愛 

愛 

愛
慕

（
1
・
4
） 

愛あ
い

す 
love 

愛 

愛 

愛
慕 

（
1
・
7
） 

わ
が
（
心
の
）
愛あ
い

す
る
者 

 
 

 
 

 
m
y soul loveth 

我
心
所
愛
者 

我
良
人
予
所
敬
愛 

我
心
所
愛
的

（
2
・
4
） 

愛あ
い 

love 

愛 

恩
寵 

寵
愛

（
2
・
5
） 

愛あ
い 

love 

愛 

愛 

思
愛

（
2
・
7
） 

愛あ
い 

m
y love 

我
所
愛
者 

我
良
人
所
眷
愛 

我
所
親
愛
的

（
3
・
1
） 

わ
が
（
心
の
）
愛あ
い

す
る
者 

 
 

 
 

 
m
y soul loveth 

我
心
所
愛
者 

我
夫
子 

我
心
所
愛
的

（
3
・
2
） 

わ
が
（
心
の
）
愛あ
い

す
る
者 

 
 

 
 

 
m
y soul loveth 

我
心
所
愛
者 

我
夫
子 

我
心
所
愛
的

（
3
・
3
） 
わ
が
（
心
の
）
愛あ
い

す
る
者 

 
 

 
 

 
m
y soul loveth 

我
心
所
愛
者 

我
夫
子 

我
心
所
愛
的

（
3
・
4
） 

わ
が
（
心
の
）
愛あ
い

す
る
者 

 
 

 
 

 
m
y soul loveth 

我
心
所
愛
者 

我
之
夫
子 

我
心
所
愛
的
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（
3
・
5
） 

愛あ
い 

m
y love 

我
所
愛
者 

夫
子 

我
所
親
愛
的

（
3
・
10
） 

愛あ
い 

love 

愛 

（
な
し
） 

愛

（
5
・
8
） 

愛あ
い 

love 

愛 

眷
愛
之
情 

思
愛

（
7
・
6
） 

愛あ
い 

love 

我
所
愛
者 

愛
妃 

我
所
愛
的

（
8
・
4
） 
愛あ
い 

m
y love 

我
所
愛
者 

我
所
愛
之
夫
子 

我
所
親
愛
的

（
8
・
6
） 
愛あ
い 

love 

寵
愛 

我
愛 

愛
情

（
8
・
7
） 

愛あ
い 

love 

愛
寵 

我
眷
愛
之
情 

愛
情

（
8
・
7
） 

愛あ
い 

love 

愛 

博
愛 

愛
情

　

ド
デ
ィ
ー

（
章
・
節
） 【
元
訳
】 

【
Ａ
Ｖ
】 

【
Ｂ
Ｃ
】 

【
代
表
】 

【
官
話
】

（
1
・
2
） 

汝
の
愛あ
い 

thy love 

爾
之
愛 

爾
眷
愛
之
情 

你
的
愛
情

（
1
・
4
） 

な
ん
ぢ
の
愛あ
い

 
 

thy love 
爾
之
愛 

爾
眷
愛
之
情 

你
的
愛
情

（
1
・
13
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y w
ellbeloved 

我
所
愛
者 
我
所
敬
愛 

我
的
良
人

（
1
・
14
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 
我
所
敬
愛 

我
的
良
人

（
1
・
16
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
所
敬
愛 

我
的
良
人

（
2
・
3
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
所
眷
愛 
我
的
良
人

（
2
・
8
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

夫
子 

我
良
人

（
2
・
9
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

彼 

我
的
良
人

（
2
・
10
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

（
な
し
） 

我
良
人

（
2
・
16
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

夫
子 

良
人

（
2
・
17
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

夫
子 

我
的
良
人

（
4
・
10
） 

な
ん
ぢ
の
愛あ
い

 
 

thy love 

爾
之
愛
寵 

爾
眷
愛
之
情 

你
的
愛
情

 

な
ん
ぢ
の
愛あ
い

 
 

thy love 

爾
之
愛
寵 

（
な
し
） 

你
的
愛
情

（
4
・
16
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
夫
子 

我
的
良
人

（
5
・
1
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
人
々

 
 

beloved 

我
所
愛
之
諸
侶 

爾
曹
友
朋 

我
所
親
愛

（
5
・
2
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

夫
子 

我
良
人

（
5
・
4
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
之
夫
子 

我
的
良
人

（
5
・
5
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

（
な
し
） 

我
良
人

（
5
・
6
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

夫
子 

我
的
良
人

 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

（
な
し
） 

我
的
良
人

（
5
・
8
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

夫
子 

我
的
良
人

（
5
・
9
） 

な
ん
ぢ
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

thy beloved 

爾
之
所
愛
者 

爾
之
夫
子 

你
的
良
人

 

別
の
人
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

another beloved 

他
愛
者 

他
人
之
夫
子 

別
人
的
良
人

（
5
・
10
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
之
夫
子 

我
的
良
人

（
5
・
16
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
之
所
愛
者 

我
之
夫
子 

我
的
良
人

（
6
・
1
） 

汝
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

thy beloved 

爾
之
所
愛
者 

爾
之
夫
子 

你
的
良
人

 
な
ん
ぢ
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

thy beloved 

爾
之
所
愛
者 

（
な
し
） 

你
的
良
人

（
6
・
2
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
之
夫
子 

我
的
良
人
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（
6
・
3
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
之
所
愛
者 

夫
子 

我
的
良
人

  

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

（
な
し
） 

夫
子 

我
的
良
人

（
7
・
9
） 
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
至
愛
之
友 

寝
者 

我
的
良
人

（
7
・
10
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
之
所
愛
者 

夫
子 

我
的
良
人

（
7
・
11
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

（
な
し
） 

我
的
良
人

（
7
・
12
） 

わ
が
愛あ
い 

m
y loves 

愛 

閨
房
之
福 

我
的
愛
情

（
7
・
13
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
所
愛
者 

我
夫
子 

我
的
良
人

（
8
・
5
） 

お
の
れ
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

her beloved 

其
所
愛
者 

其
夫 

良
人

（
8
・
14
） 

わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

 
 

m
y beloved 

我
之
所
愛
者 
夫
子 

我
的
良
人

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
に
ド
デ
ィ
ー
と
あ
る
も
の
に
対
す
る
日
本
語
訳
の
多
く
は
「
わ
が
愛あ

い

す
る

者も
の

」
で
あ
る
が
、
肉
体
の
美
し
さ
が
官
能
的
肉
感
的
に
説
明
さ
れ
た
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
。

　

○
君き
み

の
女む
す
めよ
、
な
ん
ぢ
の
足あ
し

は
鞋く
つ

の
中な
か

に
あ
り
て
如い

か何
に
美う
る

は
し
き
か
な
、
汝な
ん
ぢの
腿も
も

は
ま
ろ
ら

か
に
し
て
玉た
ま

の
ご
と
く
、
巧た
く
み匠
の
手て

に
て
作つ
く

り
た
る
が
ご
と
し
。
な
ん
ぢ
の
臍ほ
ぞ

は
美よ
き
さ
け酒
の
欠か
く

る
こ
と
あ
ら
ざ
る
円ま
る

き
杯さ
か
づ
き盤
の
ご
と
く
、
な
ん
ぢ
の
腹は
ら

は
積つ
み

か
さ
ね
た
る
麦む
ぎ

の
ま
は
り
を

百ゆ

り
合
花
も
て
か
こ
め
た
る
が
如ご
と

し
。
な
ん
ぢ
の
両も
ろ

乳ち
ぶ
さ房
は
牝め
じ
か鹿
の
双ふ
た
ご子
な
る
二ふ
た
つの
小こ
じ
か鹿
の
ご

と
し
。
な
ん
ぢ
の
頸う
な
じは
象ぞ
う
げ牙
の
戊や
ぐ
ら楼
の
如ご
と

く
、
汝な
ん
ぢの
目め

は
ヘ
シ
ボ
ン
に
て
パ
テ
ラ
ビ
ム
の
門も
ん

の
ほ
と
り
に
あ
る
池い
け

の
ご
と
く
、
な
ん
ぢ
の
鼻は
な

は
ダ
マ
ス
コ
に
対む
か

へ
る
レ
バ
ノ
ン
の
戊や
ぐ
ら楼

の
ご
と
し
。
な
ん
ぢ
の
頭か
し
らは
カ
ル
メ
ル
の
ご
と
く
、
な
ん
ぢ
の
頭か
し
らの
髪か
み

は
紫む
ら
さ
き色
の
ご
と
し
。

（
中
略
）
な
ん
ぢ
の
身
の
長
は
棕
櫚
の
樹
に
等
し
く
、
な
ん
ぢ
の
乳
房
は
葡
萄
の
あ
さ
の
ご

と
し
。
わ
れ
謂お
も

ふ
、
こ
の
棕
櫚
の
樹
に
の
ぼ
り
、
そ
の
枝
に
執と
り

つ
か
ん
と
。
な
ん
ぢ
の
鼻
の

気い

き息
は
林
檎
の
ご
と
く
匂
は
ん
、
な
ん
ぢ
の
口
は
美う
ま
ざ
け酒
の
ご
と
し
、
わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

の
た
め

に
滑
ら
か
に
流
れ
く
だ
り
、
睡ね
む

れ
る
者
の
口
を
し
て
動
か
し
む
。
わ
れ
は
わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

に

つ
き
、
彼
は
わ
れ
を
恋
ひ
し
た
ふ
。
わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

よ
、
わ
れ
ら
田
舎
に
く
だ
り
、
村
里
に

宿
ら
ん
。 

（
7
・
1
〜
11
）

　
「
汝な
ん
ぢの
愛あ
い

」「
わ
が
愛
」
と
い
う
訳
語
も
ま
た
、
抱
擁
と
か
愛
撫
な
ど
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

○
ね
が
は
し
き
は
彼か
れ

そ
の
口く
ち

の
接く
ち
つ
け吻
を
も
て
我わ
れ

に
く
ち
つ
け
せ
ん
こ
と
な
り
。
汝な

ん
ぢの

愛あ
い

は
酒さ
け

よ

り
も
ま
さ
り
ぬ
。 

（
1
・
2　

再
掲
）

　

○
わ
れ
を
引ひ
き

た
ま
へ
。
わ
れ
ら
汝な
ん
ぢに
し
た
が
ひ
て
走は
し

ら
ん
。
王わ
う

わ
れ
を
た
づ
さ
へ
て
そ
の
後こ
う
き
う宮

に
い
れ
た
ま
へ
り
。
我わ
れ

ら
は
汝な
ん
ぢに
よ
り
て
歓よ
ろ

こ
び
楽た
の

し
み
、
酒さ
け

よ
り
も
勝ま
さ

り
て
な
ん
ぢ
の
愛あ

い

を
ほ
め
た
ゝ
ふ
。 

（
1
・
4
）

　

○
わ
が
妹い
も

わ
が
新は
な
よ
め婦
よ
、
な
ん
ぢ
の
愛あ

い

は
楽た
の

し
き
か
な
。
な
ん
ぢ
の
愛あ

い

は
酒さ
け

よ
り
も
遥は
る

か
に
す

ぐ
れ
、
な
ん
ぢ
の
香
に
ほ
ひ
あ
ぶ
ら
膏
の
馨か
を
りは
一す
べ
て切
の
香か
う
も
の物
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
り
。 

（
4
・
10
）

　

○
わ
が
愛
す
る
者も
の

よ
、
わ
れ
ら
田い
な
か舎
に
く
だ
り
、
村む
ら
ざ
と里
に
宿や
ど

ら
ん
。
わ
れ
ら
夙つ
と

に
お
き
て
、

葡ぶ
だ
う萄
や
芽め
ざ

し
ゝ
、
莟つ
ぼ
みや
い
で
し
、
石ざ
く
ろ榴
の
花は
な

や
さ
き
し
、
い
ざ
葡ぶ
だ
う萄
園ぞ
の

に
ゆ
き
て
見み

ん
、
か

し
こ
に
て
我わ
れ

わ
が
愛あ

い

を
な
ん
ぢ
に
あ
た
へ
ん
。
恋こ
い
な
す茄
か
ぐ
は
し
き
香に
ほ
ひ気
を
発は
な

ち
、
も
ろ
く
の

佳よ

き
果く
だ
も
の物
古ふ
る

き
新あ
た

し
き
共と
も

に
わ
が
戸と

の
上う
へ

に
あ
り
。
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

よ
、
我わ
れ

こ
れ
を
な
ん
ぢ

の
た
め
に
た
く
は
へ
た
り
。 

（
7
・
11
―
13
）

　

最
後
の
例
は
【
代
表
】
で
は
「
閨
房
之
福
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
恋
な
す
（
恋こ
い
な
す茄
）」

（m
andrake

）
は
愛
の
妙
薬
で
あ
る
（「
創
世
記
」
30
・
14
―
16
）。

　

し
た
が
っ
て
、
原
文
の
ド
デ
ィ
ー
に
当
た
る
箇
所
に
現
れ
る
日
本
語
訳
の
「
愛あ
い

」
は
エ
ロ
ス

（
肉
の
愛
）
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
に
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
と
あ
る
も
の
に
対
応
す
る
日
本
語
訳
の
多

く
は
「
愛あ
い

」「
愛あ
い

す
」
で
あ
る
が
、「
わ
が
心
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

」
と
い
う
形
で
現
わ
れ
る
も
の
も

五
例
あ
る
。
原
文
で
は
「
シ
ェ
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（
愛
し
て
い
る
と
こ
ろ
）
ナ
フ
シ
ー
（
私
の
魂
が
）」

と
あ
り
、「
心
の
」
は
ナ
フ
シ
ー
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。【
Ａ
Ｖ
】
で
はm

y soul loveth

、

【
Ｂ
Ｃ
】
で
は
「
我
心
所
愛
者
」
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
に
「
心
の
」
と
い

う
意
義
素
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
が
精
神
的
な
愛
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。【
元

訳
】
で
も
「
わ
が
心
の
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

」
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

○
わ
が
心
の
わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

よ
、
な
ん
ぢ
は
何い
づ
く処
に
て
な
ん
ぢ
の
群む
れ

を
牧や
し

な
ひ
、
午ひ
る
と
き時
い
づ
こ

に
て
之こ
れ

を
息や
す

ま
す
る
や
。
請こ

ふ
、
わ
れ
に
告つ
げ

よ
、
な
ん
ぞ
面か
ほ

を
覆お
ほ

へ
る
者も
の

の
如ご
と

く
し
て
な
ん

ぢ
が
伴と

も侶
の
群む
れ

の
か
た
は
ら
に
を
る
べ
け
ん
や
。 

（
1
・
7
）

　

○
夜よ
る

わ
れ
床と
こ

に
あ
り
て
、
我わ

が
こ
こ
ろ心の

わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

を
た
づ
ね
し
が
、
尋た
づ

ね
た
れ
ど
も
得え

ず
。
我わ
れ

お
も
へ
ら
く
今い
ま

お
き
て
邑ま
ち

を
ま
は
り
あ
り
き
、
わ
が
心こ

こ
ろの

わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

を
街ち
ま
た衢
あ
る
ひ
は

大お
ほ
ぢ路
に
た
づ
ね
ん
と
。
乃す
な

は
ち
こ
れ
を
尋た
づ

ね
た
れ
ど
も
得え

ざ
り
き
。
邑ま
ち

を
ま
は
り
あ
り
く

夜よ
ま
は
り

巡
者
ら
わ
れ
に
遇あ
ひ

け
れ
ば
、
汝な
ん
ぢら
わ
が
心こ

こ
ろの

わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

を
見み

し
や
と
問と

ひ
、
こ
れ
に
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別わ
か

れ
て
過す
ぎ

ゆ
き
、
間ま

も
な
く
わ
が
心こ

こ
ろの

わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

に
遇あ
ひ

ひ
た
れ
ば
、
之こ
れ

を
ひ
き
と
め
て

放は
な

さ
ず
、
遂つ
ひ

に
わ
が
母は
は

の
家い
へ

に
と
も
な
ひ
ゆ
き
、
我わ
れ

を
産う
み

し
者も
の

の
室し
つ

に
い
り
ぬ
。

 

（
3
・
1
〜
4
）

　

し
か
し
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
に
対
応
す
る
「
愛あ
い

」「
愛あ
い

す
」
に
も
次
の
よ
う
に
エ
ロ
ス
の
愛
を
意
味

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

○
な
ん
ぢ
の
香
に
ほ
ひ
あ
ぶ
ら
膏
は
其そ
の

香か
ほ
り味
た
へ
に
馨か
ぐ
はし
く
、
な
ん
ぢ
の
名な

は
そ
ゝ
が
れ
た
る
香
に
ほ
ひ
あ
ぶ
ら
膏
の
ご
と
し
。

是こ
ゝ

を
も
て
女む
す
め子
等ら

な
ん
ぢ
を
愛あ

い

す
。 

（
1
・
3
）

　

○
彼か
れ

わ
れ
を
た
づ
さ
へ
て
酒さ
か
も
り宴
の
室い
へ

に
い
れ
た
ま
へ
り
。
そ
の
我わ
が
う
へ上
に
ひ
る
が
へ
し
た
る
旗は
た

は

愛あ
い

な
り
き
。 

（
2
・
4
）

　

○
請こ

ふ
、
な
ん
ぢ
ら
乾ほ
し

葡ぶ
ど
う萄
を
も
て
わ
が
力ち
か
らを
お
ぎ
な
へ
、
林り
ん
ご檎
を
も
て
我わ
れ

に
力ち
か
らを
つ
け
よ
。

我わ
れ

は
愛あ

い

に
よ
り
て
疾や
み

わ
づ
ら
ふ
。 

（
2
・
5
）

　

○
エ
ル
サ
レ
ム
の
女を
う
な
ご子
等た
ち

よ
、
我わ
れ

な
ん
ぢ
ら
に
か
た
く
請こ

ふ
、
も
し
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

に
あ
は
ゞ

汝な
ん
ぢら
何な
に

と
こ
れ
に
つ
ぐ
べ
き
や
、
我わ

れ

愛あ
い

に
よ
り
て
疾や
み

わ
づ
ら
ふ
と
告つ
げ

よ
。 

（
5
・
8
）

　

○
其そ

は
愛あ

い

は
強つ
よ

く
し
て
死し

の
ご
と
く
、
嫉ね
た
み妬
は
堅か
た

く
し
て
陰よ

み府
に
ひ
と
し
。
そ
の
焔ほ
の
ほは
火ひ

の
ほ

の
ほ
の
ご
と
し
。
い
と
も
は
げ
し
き
焔ほ
の
ほな
り
。 

（
8
・
6
）

　

右
の
三
例
目
と
四
例
目
は
新
共
同
訳
で
は
「
恋
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
例
は
「
嫉
妬
」

と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
「
愛
」
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
先
に
ド
デ
ィ
ー
に
対
す
る
訳
の
「
わ
が
愛
す
る
者
」
の
中
に
、
身
体
の
各
部
位
の
美

し
さ
を
並
べ
上
げ
て
い
る
例
（
七
章
1
〜
11
節
）
を
挙
げ
て
、
ド
デ
ィ
ー
の
「
愛
」
は
官
能
的
肉

感
的
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
の
引
用
で
中
略
し
た
部
分
（
6
節
）
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
現
わ
れ
る
「
愛あ
い

」
は
ド
デ
ィ
ー
で
は
な
く
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

○
あ
ゝ
愛あ

い

よ
、
も
ろ
〳
〵
の
快た
の
し
み楽
の
中う
ち

に
あ
り
て
な
ん
ぢ
は
如い

か何
に
美う
る

は
し
く
如い

か何
に
悦よ
ろ
こば
し

き
者も
の

な
る
か
な
。 

（
7
・
6
）

　

次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。
傍
線
を
引
い
た
「
愛あ
い

」「
愛あ
い

す
」
は
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
に
対
す
る
訳
で
あ

る
が
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
「
愛あ
い

」
は
ド
デ
ィ
ー
に
対
す
る
訳
で
あ
る
。

　

○
ね
が
は
し
き
は
彼か
れ

そ
の
口く
ち

の
接く
ち
つ
け吻
を
も
て
我わ
れ

に
く
ち
つ
け
せ
ん
こ
と
な
り
。
汝な
ん
ぢの
愛あ
い

は
酒さ
け

よ

り
も
ま
さ
り
ぬ
。
な
ん
ぢ
の
香
に
ほ
ひ
あ
ぶ
ら
膏
は
其そ
の

香か
ほ
り味
た
へ
に
馨か
ぐ
はし
く
、
な
ん
ぢ
の
名な

は
そ
ゝ
が
れ
た

る
香
に
ほ
ひ
あ
ぶ
ら
膏
の
ご
と
し
。
是こ
ゝ

を
も
て
女む
す
め子
等ら

な
ん
ぢ
を
愛あ

い

す
。
わ
れ
を
引ひ
き

た
ま
へ
、
わ
れ
ら
汝な
ん
ぢに

し
た
が
ひ
て
走は
し

ら
ん
、
王わ
う

わ
れ
を
た
づ
さ
へ
て
、
そ
の
後こ
う
き
う宮
に
い
れ
た
ま
へ
り
。
我わ
れ

ら
は
汝
な
ん
ぢ

に
よ
り
て
歓よ
ろ

こ
び
楽た
の

し
み
酒さ
け

よ
り
も
勝ま
さ

り
て
な
ん
ぢ
の
愛あ
い

を
ほ
め
た
ゝ
ふ
。
彼か
れ

ら
は
直な
ほ

き

こ
ゝ
ろ
を
も
て
汝な
ん
ぢを
愛
す
。 

（
1
・
2
〜
4
）

　

以
上
の
よ
う
に
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
に
対
応
す
る
「
愛あ
い

」「
愛あ
い

す
」
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
だ
け
で
は
な

く
、
エ
ロ
ス
の
愛
も
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
が
そ

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

先
に
『
聖
書
事
典
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
）
に
「
旧
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
に
お
い
て

も
、
へ
ブ
ル
語
の
愛
に
あ
た
る
ア
ハ
バ
ー
の
訳
語
に
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
」

と
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｇ
・
ロ
イ
ド
・
カ
ー
著
、
島
先
克
臣
訳
『
雅
歌
』（
テ
ィ
ン
デ
ル
聖
書

注
解
』
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、2006

年
刊
、p.65

）
に
も
、

七
十
人
訳
のagape

ア
ガ
ペ
ー
の
語
群
が
へ
ブ
ル
語
の'hb

ア
ハ
ブ
の
語
群
の
訳
と
し
て
一
般

的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。'hb

ア
ハ
ブ
と
い
う

動
詞
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
名
詞
と
形
容
詞
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
を
使
う
者
が
区
別
し
た

philia

フ
ィ
リ
ア
、storge

ス
ト
ル
ゲ
ー
そ
し
てeros

エ
ロ
ー
ス
の
間
の
様
々
な
違
い
を
含
ん

で
し
ま
つ
て
い
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
側
か
ら
言
え
ば
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
は
エ
ロ
ー
ス
愛

を
も
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

旧
約
聖
書
研
究
者
の
松
田
伊
作
氏
は
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（'hb

）
の
意
義
素
を
「
相
手
を
望
ま
し

い
も
の
と
認
め
、
こ
れ
を
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
結
合
す
る
こ
と
を
強
く
欲
す
る
」
こ
と
で
あ

る
と
し
、
そ
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
は
「'hb

が
本
来
人
間
関
係
で
と
く
に
男
女
間
の
場
面
に
現

れ
る
動
詞
で
、
神
と
人
と
の
場
面
に
出
る
の
は
類
推
に
基
づ
く
二
次
的
用
法
で
あ
る
可
能
性
が
大

き
い
か
ら
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、「'hb

は
本
来
激
し
い
性
的
意
欲
で
あ
っ
て
、
日
本
語
の
「
恋
す

る
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
漠
た
る
憧
憬
の
情
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
（
注
⑧
）。
関
根
正
雄
氏
も

こ
れ
を
肯
定
し
、

旧
約
で
は
人
の
内
心
の
動
き
と
そ
の
結
果
の
行
動
と
を
分
け
て
考
え
な
い
、
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
そ
れ
ゆ
えhm

d

は
心
で
「
欲
し
が
る
」
だ
け
で
な
「
奪
い
と
る
」
と
い
う
行
動
を

含
む
。（
中
略
）zkr

は
「
想
い
出
す
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
神
を
守
護
と
す
る
場

合
そ
の
救
い
の
行
為
を
含
む
（
創
世
記
八
1
、
一
九
29
等
）。「
愛
す
る
」
も
行
為
を
含
む
か

ら
男
女
間
の
場
合
に
は
、
性
関
係
を
含
意
す
る
場
合
が
多
い
（
創
世
記
二
四
67
）

と
言
わ
れ
て
い
る
（
注
⑨
）。

　

日
本
語
訳
旧
約
聖
書
は
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
か
ら
で
は
な
く
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
か
ら
訳
さ
れ
た
と

い
う
。
旧
約
聖
書
翻
訳
完
成
祝
賀
会
で
の
講
演
に
お
い
て
、
翻
訳
委
員
の
長
で
あ
っ
た
ヘ
ボ
ン
は

で
き
る
限
り
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
に
忠
実
に
訳
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー

に
対
応
す
る
「
愛あ
い

」「
愛あ
い

す
」
と
い
う
訳
語
が
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ロ
ス
の
愛
を

も
意
味
す
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
注
⑩
）。
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２　
【
元
訳
】
の
試
み

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
明
と
と
も
に
現
代
の
欧
米
文
明
の
二
大
思
潮
を
な
し
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
文
明

の
宗
教
的
思
想
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
が
生
ま
れ
た
が
、

池
田
裕
史
氏
は
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
世
界
は
、
後
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
世
界
よ
り
も
広
い
し
、『
旧
約
聖

書
』
の
人
間
関
係
―
特
に
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
の
問
題
に
対
す
る
見
方
は
、
そ
の
後
、
他
宗
教
、
他
文
化

か
ら
自
分
た
ち
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
自
己
防
衛
意
識
の
下
で
育
ち
発
展
し
た

ユ
ダ
ヤ
教
の
教
え
と
比
べ
て
、
よ
り
自
由
で
あ
り
、
よ
り
お
お
ら
か
で
あ
る
」（
注
⑪
）
と
言
わ

れ
て
い
る
。「
旧
約
聖
書
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
学
の
最
大
の
も
の
で
あ
り
、「
雅
歌
」
は
そ
う
し
た
ヘ

ブ
ラ
イ
人
の
世
界
で
歌
わ
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。「
雅
歌
」
の
そ
う
し
た
本
質
を
【
元

訳
】
の
翻
訳
者
た
ち
は
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
お
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
宣
教
師
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
し
た
が
っ
て
、
男
女
の
愛
も
ま
た
、
神
の
愛

に
導
く
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
せ
る
仕
掛
け
を
、
日
本
語
訳
の
中
で
行
な
っ
て

も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
彼か
れ

ら
は
直な
ほ

き
こ
ゝ
ろ
を
も
て
汝な
ん
ぢを
愛あ
い

す
」（
1
・
4
）
と
あ
る

「
直な
ほ

き
こ
ゝ
ろ
を
も
て
」
は
、
英
訳
のupright

（
道
徳
的
に
ま
っ
す
ぐ
な
。
高
潔
な
）、
漢
訳
の

「
誠
実
」
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
原
文
は
メ
シ
ャ
リ
ー
ム
（
ま
っ
す
ぐ
に
）
で
あ
り
、
共

同
新
訳
の
「
ひ
た
す
ら
」
と
い
う
訳
が
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
他
の
部
分
と
は
異
な
る
訳
し
方
が
見
ら
れ
る
箇
所
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
と

い
う
の
は
1
節
に
掲
げ
た
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、【
元
訳
】
の
愛
に
関
す
る
訳
語
は
、
ほ
ぼ

漢
訳
【
Ｂ
Ｃ
】
の
訓
読
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
外
が
あ
る
。

　

○
あ
ゝ
愛あ

い

よ
、
も
ろ
〳
〵
の
快た
の
し
み楽
の
中う
ち

に
あ
り
て
な
ん
ぢ
は
如い

か何
に
美う
る

は
し
く
如い

か何
に
悦よ
ろ
こば
し

き
者も
の

な
る
か
な
。 
（
7
・
6
）

　
　

我
所
レ
愛
者
歟
。
爾
何
其
美
哉
。
何
其
可
レ
悦
哉
。
因
レ
所
レ
使
二
之
快
楽
一
也
。 
（
Ｂ
Ｃ
）

　

こ
の
訳
は
漢
訳
か
ら
で
は
な
く
、
原
文
あ
る
い
は
英
訳
か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
原
文
と
英
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
原
文
の
発
音
は
原
則
的
に
カ
タ
カ
ナ
で
表

記
さ
れ
る
が
、
特
定
の
子
音
は
ひ
ら
か
な
で
表
記
さ
れ
る
）。

　

○
マ
ー（
何
と
）
ヤ
フ
ィ
ー
ト
（
あ
な
た
は
美
し
い
）
ウ
マ
ー（
そ
し
て
何
と
）
ナ
ア
ム
ト
（
あ

な
た
は
心
地
よ
い
）
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（
愛
よ
）
バ
タ
ア
ヌ
ギ
ー
ム
（
快
楽
の
中
の
）

　
　

H
0w
 fair and how

 pleasant art thou, O
 love, for delights ! 

（
7
・
6
）

　

ま
た
、【
Ｂ
Ｃ
】
で
は
「
寵
愛
」
と
あ
り
、
イ
ツ
ク
シ
ミ
な
ど
と
訳
さ
れ
る
（
注
⑫
）
の
が
普

通
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
愛
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
次
の
例
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

　

○
其そ

は
愛あ

い

は
強つ
よ

く
し
て
死し

の
ご
と
く
、
嫉ね
た
み妬
は
堅か
た

く
し
て
陰よ

み府
に
ひ
と
し
。
そ
の
焔ほ
の
ほは
火ひ

の
ほ

の
ほ
の
ご
と
し
。
い
と
も
は
げ
し
き
焔ほ
の
ほな
り
。 

（
8
・
6
）

　
　

蓋
寵
愛
堅
如
レ
死
然
。
熱
心
之
愛
、
固
如
二
陰
府
一
然
。
其
炎
甚
疾
、
如
二
烈
烈
之
電
閃
一
。

 

（
Ｂ
Ｃ
）

　

○
愛あ

い

は
大お
ほ
み
づ水
も
消け
す

こ
と
あ
た
は
ず
。
洪こ
う
ず
ゐ水
も
溺お
ぼ

ら
す
こ
と
あ
た
は
ず
、
人ひ
と

そ
の
家い
へ

の
一す
べ
て切
の
物も
の

を
こ
と
ご
と
く
与あ
た

へ
て
愛あ
い

に
換か
へ

ん
と
す
る
と
も
尚な
ほ

い
や
し
め
ら
る
べ
し
。 

（
8
・
7
）

　
　

多
水
不
レ
能
滅
二
愛
寵
一
、
洪
水
不
レ
能
レ
覆
二
溺
之
一
、
人
雖
レ
欲
下
以
二
其
家
之
全
業
一
為
二
此
愛

一
而
付
上
レ
之
、
必
尽
見
二
藐
忽
一
矣
。 

（
Ｂ
Ｃ
）

　

こ
れ
ら
の
原
文
ま
た
英
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

○
ス
ィ
メ
ー
ニ
（
あ
な
た
は
私
を
置
け
）
は
ほ
タ
ム
（
印
章
の
よ
う
に
）
ア
る
（
の
上
に
）
り

ベ
ー
は
（
あ
な
た
の
心
）
カ
ほ
タ
ム
（
印
章
の
よ
う
に
）
ア
る
（
の
上
に
）
ゼ
ロ
エ
ー
は

（
あ
な
た
の
腕
）
キ
ー
（
な
ぜ
な
ら
〜
か
ら
）
ア
ザ
ー
（
力
強
い
）
は
マ
ヴ
ェ
ッ
ト
（
死
の

よ
う
に
）
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（
愛
は
）
カ
ッ
シ
ャ
ー
（
過
酷
な
）
ひ
シ
ュ
オ
ー
る
（
陰
府
の
よ
う

に
）
キ
ヌ
ア
ー（
熱
情
は
）
レ
シ
ャ
フ
ェ
ー
ハ
（
そ
の
炎
は
）
リ
シ
ュ
ペ
ー（
炎
）
エ
ッ
シ
ュ

（
火
の
）
シ
ャ
る
ヘ
ヴ
ェ
ッ
ト
ゥ
ヤ
ー
（
主
の
火
炎
）

　
　

Set m
e as a seal upon thine heart, as a seal upon thine arm

 :for love is strong 
as death ; jealousy is cruel as the grave: the coals thereof are coals of fire, 
w
hich hath a m

ost vehem
ent flam

e. 

（
8
・
6
）

　

○
マ
イ
ム
（
水
は
）
ラ
ビ
ー
ム
（
多
く
の
）
ろ
ー　

ユ
ヘ
ー
る
（
で
き
な
い
）
れ
は
ボ
ッ
ト

（
消
す
こ
と
が
）
エ
ッ
ト
（
を
）
ハ
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（
愛
）
ウ
ン
ハ
ロ
ッ
ト
（
大
河
も
）
ロ
ー

（
そ
れ
を
）
イ
シ
ュ
テ
フ
フ
ー
ハ
（
押
し
流
さ
な
い
）
イ
ム
（
も
し
〜
な
ら
ば
）
イ
テ
ン

（
与
え
る
）
イ
ー
シ
ュ
（
人
が
）
エ
ッ
ト
（
を
）
コ
る
（
全
て
）
ホ
ン
（
財
産
の
）
ベ
ト
ー

（
彼
の
家
の
）
バ
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（
愛
に
換
え
て
）
ボ
ズ
（
彼
ら
は
）
ヤ
ヴ
ー
ズ
ー
（
ひ
ど
く

軽
蔑
す
る
）
ろ
ー
（
彼
を
）

　
　

M
any w

aters cannot quench love, neither can the floods drow
n it : if a 

m
an w

ould give all the substance of his hoese for love, it w
ould utterly be 

contem
ned.  

（
8
・
7
）

　

以
上
三
例
の
「
愛
」
も
ま
た
男
女
の
性
愛
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
が
、
文
脈
か
ら
切
り
離
し
た
時
に
は
、
神
の
愛
の
崇
高
さ
や
力
強
さ
を
説
明
す
る
も
の
と
理

解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
次
の
例
も
漢
訳
【
Ｂ
Ｃ
】
の
「
我
所
愛
者
」
の
訓
読
は
利
用
さ
れ
ず
、「
愛
」
と
だ
け

訳
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

エ
ル
サ
レ
ム
の
女を
う
な
ご
ら

子
等
よ
。
我わ
れ

な
ん
ぢ
ら
に
し
か

と
野の

の
鹿し
か

と
を
さ
し
誓ち
か

ひ
て
請こ

ふ
。
愛あ
い

の
お

の
づ
か
ら
起お
こ

る
と
き
ま
で
は
殊こ
と
さ
ら更
に
喚よ
び
お
こ起
し
且か

つ
醒さ
ま

す
な
か
れ
。 

（
2
・
7
）

耶
路
撒
冷
之
諸
女
歟
。
我
指
二

及
田
之
鹿
一
而
嘱
二
爾
曹
一
、
毋
レ
擾
二
毋
レ
醒
三
我
所
レ
愛
者
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一
、
待
二
其
適
一
レ
願
焉
。 

（
Ｂ
Ｃ
）

　

こ
の
文
は
第
三
章
五
節
と
第
八
章
四
節
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。【
Ｂ
Ｃ
】
で
は
ほ

ぼ
同
じ
文
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
訳
【
代
表
】
で
は
次
の
よ
う
に
訳
が
変
わ
っ
て
い
る
。

維
彼

鹿
於
田
間
、
我
指
レ
之
而
誓
、
耶
路
撒
冷
女
乎
。
維
我
良
人
我
所
二
眷
愛
一
、
酣
寝
之

時
、
爾
勿
レ
驚
レ
之
、
待
二
其
自
寤
一
。 

（
2
・
7
）

維
彼

鹿
於
田
間
、
我
指
レ
之
而
誓
、
耶
路
撒
冷
女
乎
。
夫
子
酣
寝
之
時
、
爾
勿
レ
驚
レ
之
、

待
二
其
自　
　

寤
一
。 

（
3
・
5
）

耶
路
撒
冷
女
乎
。
我
所
レ
愛
夫
子
酣
寝
、
爾
勿
レ
驚
レ
之
、
待
二
其
自
寤
一
。 

（
8
・
4
）

　

こ
れ
ら
が
「
愛
」
と
訳
さ
れ
た
の
も
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
ま
た
英
訳
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
原
文
と
英
訳
の
関
係
部
分
の
み
を
次
に
示
す
（
と
も
に
3
箇
所
と
も
同
文
で
あ
る
）。

　
　

イ
ム
（
あ
な
た
達
は
）
タ
イ
ー
ル
ー
（
決
し
て
起
こ
す
な
）
ヴ
ェ
イ
ム
（
そ
し
て
あ
な
た
達

は
）
テ
オ
レ
ル
ー
（
決
し
て
覚
ま
す
な
）
エ
ッ
ト
（
を
）
ハ
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
（
愛
を
）
ア
ッ
ド
（
ま

で
）
シ
ェ
テ
ふ
パ
ッ
ツ
（
そ
れ
が
望
む
） （
原
文
）

　
　

ye stir not up, nor aw
ake m

y love, until he please. 

（
Ａ
Ｖ
）

　

こ
の
例
は
、
わ
が
愛
す
る
者
が
自
然
と
目
覚
め
る
ま
で
そ
の
睡
り
を
邪
魔
を
し
な
い
で
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、【
Ｂ
Ｃ
】
の
「
我
所
レ
愛
者
」
を
訓
読
し
て
「
わ
が
愛あ
い

す
る

者も
の

」
と
訳
す
の
が
自
然
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、【
元
訳
】
が
こ
れ
を
、
敢
え
て

「
愛あ
い

」
と
訳
し
て
い
る
の
は
、
特
別
な
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
節
を
改
め
て
、
そ
れ

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

３　
「
愛
の
お
の
づ
か
ら
起
る
と
き
ま
で
は
」

　

右
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
「
雅
歌
」
の
日
本
語
訳
は
、
明
治
二
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
旧
約

全
書
』
所
載
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
明
治
十
九
年
に
ヘ
ボ
ン
と
フ
ル
ベ
ッ
キ
と
松
山
高

吉
と
の
共
訳
と
さ
れ
る
『
雅
歌
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
訳
本
は
後
述
の
よ
う
な
理
由
で

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
わ
ず
か
一
年
後
に
ヘ
ボ
ン
の
『
箴
言
雅
歌
』
と
ヘ
ボ
ン
と
フ
ル

ベ
ッ
キ
と
井
深
梶
之
助
の
共
訳
に
よ
る
と
さ
れ
る
『
雅
歌
耶
利
米
亜
哀
歌
』
が
出
さ
れ
て
い
る
。

前
者
の
ヘ
ボ
ン
訳
『
箴
言
雅
歌
』
も
ま
た
本
稿
の
筆
者
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
が
、
後

者
は
明
治
二
十
一
年
刊
『
旧
訳
全
書
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
訳
で
あ
る
（
立
教
大
学

海
老
沢
有
道
文
庫
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
（
注
⑬
））。

　

明
治
十
九
年
刊
の
分
冊
の
訳
が
明
治
二
十
年
刊
の
も
の
と
全
く
の
同
一
訳
で
あ
れ
ば
、
明
治

二
十
年
版
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
明
治
十
九
年
版
は
部
分
的
で
は

あ
っ
て
も
改
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

  

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
改
訳
が
明
治
十
九
年
の
分
冊
の
刊

行
以
後
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
明
治
十
九
年
刊
の
分
冊
の
訳
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、

上
田
文
庫
聖
書
館
に
唯
一
所
蔵
さ
れ
て
い
た
そ
の
分
冊
（
上
田
貞
治
郎
編
『
基
督
教
古
書
目
録
』

上
田
文
庫
聖
書
館
、
昭
和
十
五
年
〔1940

〕
刊
）
は
、
大
阪
空
襲
に
よ
っ
て
消
失
し
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
明
治
二
十
一
年
刊
『
旧
訳
全
書
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
訳
に
は
、
以
下
述
べ
る
よ

う
に
改
訳
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

問
題
と
す
る
句
は
前
述
の
よ
う
に
「
雅
歌
」
で
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
正
確
に
は
全
く
同
じ

で
は
な
い
。
先
の
引
用
（
2
・
7
）
で
は
「
起お
こ

る
」
と
あ
る
も
の
が
、
他
の
二
箇
所
（
3
・
5
、

8
・
4
）
で
は
「
起お
き

る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時
に
刊
行
さ
れ
た
『
言
海
』（
明
治
十
七

年
〔1884

〕
序
）
に
よ
れ
ば
、
オ
コ
ル
（
起
・
興
〔
四
段
活
用
〕）
は
「（
一
）
始
マ
ル
。
出
デ
来ク

。

（
二
）
新
ニ
建
ツ
。（
三
）
病ヤ

ミ
初ソ

ム
」
の
意
味
で
あ
り
、「
起お
き

る
」
す
な
わ
ち
オ
ク
（
起
〔
上
二

段
活
用
〕）
は
「（
一
）
倒
レ
タ
ル
ヨ
リ
立
ツ
。
オ
コ
ル
。
ア
ガ
ル
。（
二
）
眠
リ
タ
ル
ヨ
リ
覚サ

ム
。

寝
所
ヨ
リ
出
ヅ
」
の
意
味
で
あ
る
。
オ
ク
に
オ
コ
ル
の
意
味
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
オ
キ
ル
の
項

に
「
起オ

ク
ノ
訛
」（『
大
言
海
』
で
は
「
起オ

く
ノ
口
語
」）
と
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
文
語
文
で
訳
さ
れ
て
い
る
【
元
訳
】
が
こ
こ
に
だ
け
口
語
を
用
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。【
元
訳
】
の
旧
約
全
体
を
見
て
も
そ
の
よ
う
な
例
は
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
「
雅
歌
」
に
は
オ
ク
（
起
）
の
用
例
が
他
に
も
、

我
お
も
へ
ら
く
今
お
き
て
邑
を
ま
は
り
あ
り
き
、
わ
が
心
の
愛
す
る
者
を
街
衢
あ
る
ひ
は
大

路
に
て
た
づ
ね
ん
と 

（
3
・
2
）

や
が
て
起お

き

い
で
ゝ
わ
が
愛
す
る
者
の
為
に
開
か
ん
と
せ
し
と
き 

（
5
・
5
）

わ
が
愛
す
る
者
よ
。
わ
れ
ら
田
舎
に
く
だ
り
、
村
里
に
宿
ら
ん
。
わ
れ
ら
夙
に
お
き
て
葡
萄

や
芽
や
い
で
し
（
中
略
）
ゆ
き
て
見
ん
。 

（
7
・
11
〜
12
）

と
見
ら
れ
る
が
、「
眠
リ
タ
ル
ヨ
リ
覚サ

ム
。
寝
所
ヨ
リ
出
ヅ
」
の
意
で
あ
り
、
オ
コ
ル
（
起
・

興
）
の
意
味
で
は
な
い
。
ま
た
、
明
治
二
十
年
の
「
雅
歌
」
の
訳
に
関
わ
っ
た
ヘ
ボ
ン
・
フ
ル

ベ
ツ
キ
は
「
箴
言
」（
同
じ
く
明
治
二
十
年
刊
）
の
訳
に
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
書
で
も
オ

コ
ル
（
起
・
興
）
と
オ
ク
（
起
）
は
「
い
づ
れ
の
時
ま
で
睡ね
む

り
て
起お
き

ざ
る
や
」（9-9

）、「
彼か
れ

を
殺こ
ろ

す
こ
ゝ
ろ
を
起お
こ

す
な
か
れ
」（19-18

）
な
ど
と
正
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
十
九
年

の
「
雅
歌
」
を
訳
に
関
わ
っ
た
松
山
高
吉
は
「
詩
篇
」
の
訳
に
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
詩

篇
」
で
も
、

我わ
れ

に
あ
た
す
る
者も
の

の
い
か
に
蔓は
び
こ延
れ
る
や
、
わ
れ
に
さ
か
ら
ひ
て
起お

こ

り
た
つ
も
の
多お
ほ

し
。

 

（
3
・
1
）

わ
れ
黙も
だ

し
て
唖お
ふ
しと
な
り
善よ
き
こ
と言
す
ら
こ
と
ば
に
い
だ
さ
ず
、
わ
が
憂う
れ
へな
ほ
お
こ
れ
り （
39
・
2
）

　
　

ヱ
ホ
バ
よ
、
な
ん
ぢ
怒い
か
り
を
も
て
起お
き

、
わ
が
仇あ
だ

の
い
き
ど
ほ
り
に
む
か
ひ
て
立た
ち

ち
た
ま
へ
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（
7
・
6
）

か
つ
云い

ふ
、
か
れ
に
一ひ
と
つの
わ
ざ
は
ひ
つ
き
ま
と
ひ
た
れ
ば
仆た
ふ

れ
ふ
し
て
ふ
た
ゝ
び
起お
く

る
こ
と

な
か
ら
ん
と
。 

（
41
・
8
）

の
よ
う
に
正
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
訂
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
誤
っ
て
そ
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
は
ま﹅

ま﹅

あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
明
治
十
年
版
分
冊
『
約
翰
書
』
に
は

第
四
章
の
一い
ち

二に

三さ
ん

節せ
つ

お
よ
び
六ろ
く

節せ
つ

な
る
霊
の
五ご
も
じ字
は
れ○

○い
と
傍か
た
が
き訓
す
べ
き
を
筆
は
ん
し
た
が
き工
み○

○
○

た
ま

に
あ
や
ま
れ
り
。
検し
ら
べ閲
の
際を
り

み
お
と
し
已す
で

に
製
ほ
ん
こ
し
ら
へ
本
し
た
り
し
に
よ
り
、
今い
ま

こ
こ
に
そ
の
誤
あ
や
ま
りを

正た
だ

す
。
故ゆ
へ

に
右み
ぎ

に
い
へ
る
霊
の
五ご
も
じ字
み○

○
○

た
ま
と
あ
る
は
れ○

○い
の
誤
と
知
る
べ
し
。

と
書
か
れ
た
正
誤
表
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
（
海
老
沢
有
道
著
『
日
本
の
聖
書
―
聖
書
和
訳
の
歴

史
―
』
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
昭
和
三
十
九
年
〔1964

〕
刊
、
第
六
章
Ⅴ
「
委
員
訳
分
冊
聖
書

の
正
誤
表
」）、「
起お
き

る
」
も
同
様
に
、「
起お
こ

る
」
と
改
め
る
べ
き
も
の
が
訂
正
さ
れ
な
か
っ
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
正
し
く
訂
正
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
は
「
雅
歌
」
の
中
で
は
次
の
よ

う
な
文
章
の
後
に
位
置
す
る
の
で
あ
り
、
話
の
流
れ
と
し
て
は
、「
愛
す
る
人
が
自
然
に
眠
り
か

ら
醒
め
る
ま
で
」
無
理
に
起
こ
す
こ
と
な
か
れ
、
と
い
う
意
味
と
な
る
「
起お
き

る
」
で
あ
る
方
が
自

然
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

○
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

の
男お
の
こ
ら子
の
中な
か

に
あ
る
は
林は
や
しの
樹き

の
中な
か

に
林り
ん
ご檎
の
あ
る
が
ご
と
し
。
我わ
れ

ふ
か
く

喜よ
ろ

び
て
そ
の
蔭か
げ

に
す
わ
れ
り
。
そ
の
実み

は
わ
が
口く
ち

に
甘あ
ま

か
り
き
。
彼か
れ

わ
れ
を
た
づ
さ
へ
て

酒さ
か
も
り宴
の
室い
へ

に
い
れ
た
ま
へ
り
。
そ
の
我わ
が
う
へ上
に
ひ
る
が
へ
し
た
る
旗は
た

は
愛あ
い

な
り
き
。
請こ

ふ
、
な

ん
ぢ
ら
乾ほ
し
ぶ
だ
う

葡
萄
を
も
て
わ
が
力ち
か
らを
お
ぎ
な
へ
林り
ん
ご檎
を
も
て
我わ
れ

に
力ち
か
らを
つ
け
よ
。
我わ
れ

は
愛あ
い

に
よ

り
て
疾や
み

わ
づ
ら
ふ
。
か
れ
が
左ひ
だ
りの
手て

は
わ
が
頭か
し
らの
下し
た

に
あ
り
、
そ
の
右み
ぎ

の
手て

を
も
て
我わ
れ

を
抱い
だ

く
。 

（
2
・
3
〜
6
）

　

○
こ
れ
に
別わ
か

れ
て
過す
ぎ

ゆ
き
、
間ま

も
な
く
わ
が
心こ
こ
ろの
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

に
遇あ
ひ

ひ
た
れ
ば
之こ
れ

を
ひ
き

と
め
て
放は
な

さ
ず
、
遂つ
ひ

に
わ
が
母は
は

の
家い
へ

に
と
も
な
ひ
ゆ
き
、
我わ
れ

を
産う
み

し
者も
の

の
室し
つ

に
い
り
ぬ
。

 

（
3
・
4
）

　

○
ね
が
は
く
は
汝な
ん
ぢわ
が
母は
は

の
乳ち
ち

を
の
み
し
わ
が
兄け
う
だ
い弟
の
ご
と
く
な
ら
ん
こ
と
を
。
わ
れ
戸そ

と外
に

て
な
ん
ぢ
に
遇あ

ふ
と
き
接く
ち
つ
け吻
せ
ん
。
然し
か

す
る
と
も
誰た
れ

に
あ
り
て
わ
れ
を
い
や
し
む
る
も
の
あ

ら
じ
。
わ
れ
汝な
ん
ぢを
ひ
き
て
わ
が
母は
は

の
家い
へ

に
い
た
り
汝な
ん
ぢよ
り
教を
し
へ誨
を
う
け
ん
。
我わ
れ

か
ぐ
は
し
き

酒さ
け

石ざ
く
ろ榴
の
あ
ま
き
汁し
る

を
な
ん
ぢ
に
飲の

ま
ま
し
め
ん
。
か
れ
が
左ひ
だ
りの
手て

は
わ
が
頭か
し
らの
下し
た

に
あ
り
、

そ
の
右み
ぎ

の
手て

を
も
て
我わ
れ

を
抱い
だ

く 

（
8
・
1
〜
3
）

　

お
そ
ら
く
は
当
該
箇
所
は
当
初
こ
う
し
た
文
脈
に
沿
い
、【
Ａ
Ｖ
】
や
漢
訳
を
参
考
に
、

　
　

わ
が
愛あ

い

す
る
者も

の

の
お
の
づ
か
ら
起お

き

る
と
き
ま
で
は
殊こ
と
さ
ら更
に
喚よ
び
お
こ起
し
且か

つ
醒さ
ま

す
な
か
れ
。

と
訳
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、

　
　

愛あ
い

の
お
の
づ
か
ら
起お

こ

る
と
き
ま
で
は
殊こ
と
さ
ら更
に
喚よ
び
お
こ起
し
且か

つ
醒さ
ま

す
な
か
れ
。

と
訳
し
直
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
改
訳
が
敢
え
て
行
な
わ
れ
た
の
は
、
男
女
の

エ
ロ
ス
の
愛
も
ま
た
神
の
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
へ
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
（
注
⑭
）。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
は
旧
約
聖
書
の
改
訂
英
訳
聖
書
（Revised V

ersion.

【
Ｒ

Ｖ
】）
が
明
治
十
八
年
（1885

）
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
雅
歌
」
も
欽
定
英
訳

（【
Ｒ
Ｖ
】）
と
【
Ａ
Ｖ
】
と
で
は
部
分
的
で
は
あ
る
が
違
い
が
あ
る
。
当
該
の
「
雅
歌
」
の
部
分

も
、【
Ｒ
Ｖ
】
で
は
、

　
　

T
hat ye stir not up, nor aw

aken love,

　
　

U
ntil it please. 

（
2
・
7
）

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、【
Ａ
Ｖ
】
でm

y love

と
あ
っ
た
も
の
がlove

と
な
っ
て
（
注
⑮
）、

it

で
受
け
ら
れ
、aw

ake

がaw
aken

と
な
っ
て
い
る
。aw

ake

は
「
眠
っ
て
い
る
人
を
起
こ
す
」

の
意
味
で
あ
り
、aw

aken

は
「
喚
起
す
る
」「
覚
醒
さ
せ
る
」「
覚
醒
す
る
」
な
ど
の
比
喩
的
の

意
味
で
用
い
る
こ
と
が
多
い
語
で
あ
る
（
注
⑯
）。
つ
ま
り
、「
愛
す
る
人
が
自
然
に
眠
り
か
ら
醒

め
る
ま
で
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
っ
た
も
の
が
「
愛あ
い

の
感
情
が
自
然
に
生
じ
る
ま
で
」
と
い
っ

た
意
味
に
変
わ
っ
て
い
る
。【
元
訳
】
の
翻
訳
者
た
ち
は
こ
れ
に
注
目
し
、
日
本
語
訳
も
そ
れ
に

従
っ
て
訳
し
直
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、【
Ｒ
Ｖ
】
は
「
雅
歌
」
の
愛
を
神
の
愛
と
し
て
読
み
と
ら
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に

積
極
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
【
Ａ
Ｖ
】
が a m

ost vehem
ent flam

e.

（
も
っ
と
も
激
し
い
炎
）
と

訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
を a very flam

e of the Lord

（
主
の
炎
）
と
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺

え
る
。

　
　

For love is strong as death ; 

愛
は
死
の
ご
と
く
強
く

　
　

Jealousy is cruel as the grave : 

嫉
妬
は
墓
穴
の
ご
と
く
む
ご
い
。

　
　

T
he flashes thereof are flashes of fire, 

そ
の
閃
き
は
火
の
閃
き
で
あ
り
、

　
　

A
 very flam

e of the Lord. 

主
の
炎
で
あ
る
。 

（
8
・
6
）

  
原
文
は
「
シ
ャ
る
ヘ
ヴ
ェ
ッ
ト
ゥ
ヤ
ー
」
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
「
激
し
い
炎
」
と
い
う
意
味

に
も
「
主
の
炎
」
と
い
う
意
味
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
で
あ
る
（
注
⑰
）。
し
か
し
、「
雅
歌
」
に

は
他
に
は
神
に
関
す
る
語
は
あ
ら
わ
れ
な
い
の
で
、
一
般
に
は
「
激
し
い
炎
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

【
元
訳
】
も
ま
た
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
【
Ｒ
Ｖ
】
に
従
っ
て
改
め
る
こ
と
は
せ
ず
、「
い
と
も

は
げ
し
き
焔ほ
の
ほな
り
」
と
訳
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
「
雅
歌
」
そ
の
も
の
に

対
す
る
理
解
と
「
雅
歌
」
の
訳
に
関
わ
っ
た
日
本
語
翻
訳
委
員
（
松
山
高
吉
と
井
深
梶
之
助
）
の

「
愛あ
い

」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
理
解
の
仕
方
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
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に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

４　

新
約
聖
書
の
「
愛
」
と
旧
約
聖
書
の
「
愛
」

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
旧
約
聖
書
」
の
「
愛あ
い

」
と
い
う
訳
語
の
問
題
は
、
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
当

時
の
日
本
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
と
い
う
問
題
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

　

宮
地
敦
子
氏
（
注
⑱
）
は
【
元
訳
】
が
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
「
愛あ
い

」
と
訳
し
得
た
理
由
を
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
い
す
」
と
訳
す
こ
と
は
、
時
・
場
所
を
同
じ
く
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
原
典
のagapeo

、

漢
訳
の
「
愛
」（
も
し
く
は
「
仁
」）
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
可
能
で

あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
く
り
か
え
し
て
い
え
ば
、（
中
略
）agapeo

も
し
く
はlove

の
中
国
語
訳
「
愛
」
を
日
本
語
「
あ
い
す
」
で
う
け
と
め
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国

語
と
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
日
本
語
「
あ
い
す
」
の
変
貌
が
可
能
で
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
野
透
氏
（
注
⑲
）
は
、

明
治
前
期
で
は
、
漢
語
「
愛
」
に
応
ず
る
非
通
俗
的
な
「
愛
」「
愛
す
（
る
）」
が
用
ゐ
ら
れ

て
を
り
、
そ
の
流
れ
は
現
代
ま
で
続
い
て
ゐ
る
が
、
対
等
の
人
間
と
し
て
相
手
を
思
ひ
、
遇

す
る
（
男
女
間
の
愛
に
於
て
も
）
意
に
用
ゐ
ら
れ
る
傾
向
が
著
し
く
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
影
響
な
ど
西
洋
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

と
し
つ
つ
、

聖
書
の
い
は
ゆ
る
委
員
会
訳
（
明
治
七
〜
一
三
）
が
「
愛
す
」
を
用
ゐ
る
に
至
つ
た
の
は
、

（
宮
地
敦
子
氏
は
―
引
用
者
注
）
漢
訳
聖
書
に
強
く
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、

さ
程
影
響
さ
れ
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

と
し
、
中
村
正
直
の
「
敬
天
愛
人
説
」（
明
治
元
年
）
の
「
何
謂
レ
愛
レ
人
。
曰
、
敬
レ
天
、
故
愛

レ
人
。」
ま
た
福
沢
諭
吉
の
「
文
明
論
之
概
略
」（
明
治
八
年
）
の
「
神
を
愛
し
人
を
愛
す
る
の

外
」
と
い
う
例
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
は
か
つ
て
の
日
本
語
の
「
愛あ
い

」（
専
ら
行
動
、
殊
に
肉
体
的

表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
）
が
、
既
に
そ
の
意
味
と
対
象
と
を
拡
大
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
（
注
⑳
）。

　

大
野
氏
の
説
に
従
う
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
中
村
正
直
や
福
沢
諭
吉
ら
は
何
に
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
「
愛
」
の
用
い
ら
れ
方
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
村
出
博
士
に
よ
れ
ば
（
注

㉑
）、
中
国
に
お
い
て
、
ラ
テ
ン
語
の
ア
モ
ー
ル
、
英
語
の
ラ
ヴ
な
ど
を
「
愛
」
と
訳
し
た
の
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
在
華
宣
教
師
エ
ン
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
イ
ア
ス
に
よ
る
『
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン

ヂ
』
の
漢
訳
本
『
軽
世
金
書
』（
明
末
・
崇
禎
十
三
年
〔1640

〕
刊
）
が
早
い
例
の
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
書
で
は
慶
長
十
五
年
〔1610

〕
刊
の
日
本
語
訳
で
は
「
デ
ウ
ス
の
御
大
切
」
と
あ
る
と

こ
ろ
が
「
愛
主
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
「
愛
」
と
訳
し
て
い
る
例
が

十
七
世
紀
の
中
国
で
既
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
ロ
バ
ー
ト
・

モ
リ
ソ
ン
の
『
新
遺
詔
書
』（
嘉
慶
十
九
年
〔1814

〕
広
東
刊
）
に
、

　

○
乃
我
言
レ
爾
、
聴
、
愛
二
爾
之
仇
一
、
恨
レ
汝
者
、
行
レ
善
与
レ
之
。（
路
加
伝
福
音
書
、
6
・
27
）

　

○
非
二
我
愛
一
レ
神
、
乃
神
愛
二
我
等
一
、
及
遣
二
厥
子
一
以
二
我
等
罪
一
保
レ
贖
者
也
。
列
愛
輩
、

神
如
レ
此
愛
二
我
等
一
、
我
亦
応
二
相
愛
一
也
。 

（
若ヨ
ハ
ネ翰
之
第
一
公
書
、
4
・
10
〜
11
）

と
い
っ
た
例
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
英
米
各
宣
教
会
の
宣
教
師
の
代
表
の
作
業
に
よ
る
『
新
約
全

書
』（
一
八
五
二
年
刊
、
す
な
わ
ち
【
代
表
訳
】）、
ブ
リ
ッ
ヂ
マ
ン
と
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
を
中
心

と
す
る
米
国
系
委
員
に
よ
る
『
新
約
全
書
』（
一
八
五
九
年
刊
、
す
な
わ
ち
【
Ｂ
Ｃ
訳
】）
に
見
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
愛
」
が
中
国
で
成
立
し
た
の
は
、
宮
地
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ギ
リ

シ
ャ
原
典
のagapeo

に
儒
教
の
仁
の
意
味
を
持
っ
た
「
愛
」
を
当
て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
既
に
中
国
に
お
い
て
「
愛
」
は
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
も
表
わ
す
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
【
代
表
訳
】

【
Ｂ
Ｃ
訳
】
の
『
新
約
全
書
』
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
委
員
会
に
よ
る
聖
書
の
日
本
語
訳
は
こ

れ
ら
の
漢
訳
聖
書
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、「
新
約
聖
書
」
の
日
本
語
訳
が
作
ら
れ
る
以

前
に
は
、
こ
れ
ら
の
漢
訳
聖
書
が
日
本
で
も
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
宮
地
氏
は
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
日
本
語
の
「
愛あ
い

」
に
取
り
込
ん
だ
の

は
明
治
の
翻
訳
委
員
会
訳
の
「
新
約
聖
書
」
で
あ
っ
た
と
す
る
が
（
注
㉒
）、
大
野
氏
が
「
キ
リ

ス
ト
教
の
影
響
な
ど
西
洋
の
影
響
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
も
、
具
体
的
に
は
「
新
約
聖
書
」
の
思

想
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
新
約
聖
書
」
に
説
か
れ
る
愛
は
、
英
訳
のlove

に
せ
よ
、
漢
訳

の
「
愛
」
に
せ
よ
、
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
新
約
聖
書
」
の
「
愛
」
は
、
前

述
の
よ
う
に
特
別
な
形
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ

語
原
文
を
正
文
と
す
る
「
新
約
聖
書
」
に
は
愛
を
表
わ
す
語
は
ア
ガ
ペ
ー
し
か
現
れ
な
い
。
す
な

わ
ち
、「
新
約
聖
書
」
に
お
け
る
「
愛
」
は
、「
す
べ
て
の
掟お
き
ての
う
ち
に
な
に
を
首か
し
らと
な
す
や
」
と

い
う
学
者
の
問
い
に
対
し
て
イ
エ
ス
の
答
え
た
、

な
ん
ぢ
ら
心
を
つ
く
し
、
精
神
を
つ
く
し
、
智
慧
を
つ
く
し
、
力
を
つ
く
し
て
汝
ら
の
神
た

る
主
を
愛
す
べ
し
。
こ
れ
こ
そ
掟
の
首
な
れ
。
第
二
も
ま
た
こ
れ
に
お
な
じ
く
、
す
な
は
ち

隣
の
人
を
お
の
れ
の
如
く
愛
す
べ
し
。
こ
れ
ら
よ
り
ほ
か
に
お
ほ
ひ
な
る
掟
な
し
。 

 

（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
・
第
十
二
章
三
〇
、三
一
節
。
ヘ
ボ
ン
訳
）

と
い
う
二
つ
の
「
愛
」
と
「
神
の
人
間
に
対
す
る
愛
」
の
三
つ
の
意
味
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
を
正
文
と
す
る
「
旧
約
聖
書
」
に
お
け
る
愛
は
そ
う
で
は
な
い
。

松
田
伊
作
氏
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
の
意
義
素
を
「
相
手
を
望
ま
し
い
も
の
と
認
め
、
こ
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れ
を
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
結
合
す
る
こ
と
を
強
く
欲
す
る
」
こ
と
と
し
、「
本
来
人
間
関
係

で
と
く
に
男
女
間
の
場
面
に
現
れ
る
動
詞
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
か

ら
訳
さ
れ
た
「
旧
約
聖
書
」
の
訳
に
お
け
る
愛
は
、
そ
の
よ
う
な
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
世
界
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
雅
歌
」
も
ま
た
男
女
の
愛
を
謳
う
も
の
で
あ
り
、【
元
訳
】
の

「
愛あ
い

」
も
エ
ロ
ス
の
愛
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
旧
約
聖
書
」
中
の
新
約
聖
書
と
も
言
わ
れ

る
「
箴
言
」
の
中
に
も
、

婦を
ん
なか
れ
を
拉と
ら

へ
接く
ち
つ
け吻
し
、
恥は
づ

る
こ
と
な
き
面か
ほ

を
も
て
彼か
れ

に
い
ひ
け
る
は
、（
中
略
）
来き
た

れ
、

我わ
れ
ら儕
を
し
て
詰よ
の
あ
く
る朝ま
で
愛あ

い

を
み
た
し
め
、
愛あ

い

を
も
て
慰な
ぐ
さま
し
め
よ
。 

（
7
・
13
〜
18
）

そ
は
酒さ
け

に
酔ゑ

ふ
も
の
と
肉に
く

を
嗜た
し
なむ
者も
の

は
貧
ま
づ
し
き
も
の
者
と
な
り
、
睡ね

む
りを

愛あ
い

す
れ
ば
敝や
ぶ

れ
た
る
衣こ
ろ
もを
き
る

べ
け
れ
ば
な
り
。 

（
23
・
21
）

と
い
っ
た
例
も
見
え
る
。
右
の
訳
は
明
治
十
六
年
刊
の
ヘ
ボ
ン
の
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
「
愛あ
い

を

み
た
す
」「
睡ね
む
りを
愛あ
い

す
」
は
、
後
世
の
訳
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
情
を
つ
く
す
」「
睡ね
ぶ
り眠
を
貪む
さ

ぼ
る
」
と

訳
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
「
箴
言
」
に
は
、

そ
は
エ
ホ
バ
は
そ
の
わ
が
愛あ

い

す
る
者も
の

を
い
ま
し
む
。
即す
な
はち
父ち
ゝ

の
そ
の
愛あ
い

す
る
子こ

を
譴
い
ま
し
むる
が
如ご
と

し
。 

（
3
・
12
）

　
　

わ
れ
を
わ
が
愛あ
い

す
る
者も
の

は
我わ
れ

こ
れ
を
愛あ

い

し
、
我わ
れ

を
尋た
づ
ぬる
も
の
は
我わ
れ

に
遇あ
は

ん
。 

（
8
・
17
）

と
い
っ
た
例
も
見
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
ヘ
ブ
ラ
イ
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
松
田
氏
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
、「
愛
」
が
「
神
と
人
と
の
場
面
に
出
る
の
は
類
推
に
基
づ
く
二
次
的
用
法
で
あ
る
」
な

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。【
元
訳
】
の
「
旧
約
聖
書
」
の
翻
訳
者
た
ち
に
と
っ
て
も
ま
た
同

じ
判
断
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ボ
ン
と
山
本
秀
煌
の
編
纂
に
な
る
『
聖
書
辞
典
』（
基
督
教
書

会
社
、
明
治
二
十
五
年
刊
）
の
「
愛あ
い

」
の
次
の
よ
う
な
説
明
も
ま
た
、
同
様
に
「
愛
」
を
人
間
の

純
粋
な
本
能
と
捉
え
て
い
る
。

是こ
は

天
然
に
人
に
そ
な
は
る
情
の
一
に
し
て
其そ
の

目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
楽た
の
しみ
よ
ろ
こ
び

之
を
助
け
益
せ
ん
と
て
は
た
ら
く
も
の
あ
り
。
心
を
尽
し
精
神
を
つ
く
し
意
を
つ
く
し
て
主

な
る
神
を
愛
し
、
又
己
の
如
く
人
を
愛
す
る
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
本
分
な
り
。
神
は
キ
リ
ス

ト
に
よ
り
て
其
す
ぐ
れ
た
る
愛
を
世よ
の
ひ
と人
に
あ
ら
は
し
給
へ
り
。（
下
略
）

　

こ
の
よ
う
に
「
愛
」
を
捉
え
た
こ
と
で
、
男
女
の
世
俗
的
な
愛
を
歌
う
「
雅
歌
」
も
ま
た
、
神

の
愛
へ
と
導
く
書
と
な
り
え
る
と
「
旧
約
聖
書
」
の
【
元
訳
】
の
翻
訳
者
た
ち
は
考
え
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
日
本
人
に
は
、
こ
う
し
た
考
え
方

は
説
明
は
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

有
島
武
郎
の
『
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
ふ
』（
大
正
九
年
刊
）
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
（
愛

の
語
を
ゴ
チ
ッ
ク
に
す
る
）。

　
　

 

人
間
は
人
間
だ
。
野
獣
で
は
な
い
。
天
使
で
も
な
い
。
人
間
に
は
人
間
が
大
自
然
か
ら
分
与

さ
れ
た
本
能
が
あ
る
。（
中
略
）
愛
は
人
間
に
現
れ
た
純
粋
な
本
能
の
働
き
で
あ
る
。（
中

略
）
ポ
ー
ロ
は
そ
の
書
翰
の
中
に
愛
は
「
惜
し
み
な
く
与
へ
」
云
々
と
い
つ
た
、
そ
れ
は
愛

の
外
面
的
表
現
を
遺
憾
な
く
い
ひ
現
し
た
言
葉
だ
。（
中
略
）
さ
う
思
わ
れ
る
こ
と
を
私
は

一
概
に
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
私
の
経
験
が
私
に
告
げ
る
所
に
よ
れ
ば
、
愛

は
与
へ
る
本
能
で
あ
る
代
り
に
奪
ふ
本
能
で
あ
り
、
放
射
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
代
り
に

吸
引
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。（
中
略
）
小
鳥
の
し
ば
鳴
き
に
、
私
は
小
鳥
と
共
に
喜
び

或
は
悲
む
。
そ
の
時
喜
び
な
り
悲
し
み
な
り
は
小
鳥
の
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
私
に
と
つ
て

は
私
自
身
の
も
の
だ
。
私
が
小
鳥
を
愛
す
れ
ば
愛
す
る
ほ
ど
、
小
鳥
は
よ
り
多
く
私
そ
の
も

の
で
あ
る
。
わ
た
し
に
と
つ
て
は
小
鳥
は
も
う
私
以
外
の
存
在
で
は
な
い
。
小
鳥
で
は
な
い
、

小
鳥
は
私
だ
。
私
が
小
鳥
を
活
き
る
の
だ
。（
中
略
）
愛
は
個
性
の
飽
満
と
自
由
と
を
成
就

す
る
こ
と
に
の
み
全
力
を
尽
し
て
い
る
の
だ
。 

（
一
六
、一
七
）

　

有
島
の
言
う
「
愛あ
い

」
は
「
人
間
に
現
れ
た
純
粋
な
本
能
の
働
き
」
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
自
己

本
位
の
愛
で
あ
り
、
愛
欲
と
言
っ
た
方
が
適
当
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ウ
ロ
の
言
う

「
惜
し
み
な
く
与
へ
」
る
自
己
否
定
の
愛
、
す
な
わ
ち
「
新
約
聖
書
」
の
愛
は
そ
の
外
面
的
表
現

で
し
か
な
い
。
聖
書
を
読
ん
で
い
た
当
時
の
日
本
人
の
教
養
人
も
ま
た
、
パ
ウ
ロ
の
「
愛
」
を
こ

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

注
①　

  

植
田
重
雄
「「
雅
歌
」
雑
考
」（「
早
稲
田
商
学
」
一
五
〇
号1961.1

）
に
よ
る
と
「
ユ
ダ

ヤ
暦
に
よ
る
と
一
年
の
祭
儀
に
五
大
祭
が
あ
り
、
こ
の
書
は
箴
言
や
伝
道
の
書
よ
り
も

重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、「
過
越
し
の
祭
」
に
は
「
わ
れ
は
な
ん
ぢ
の
も
の
、
な
ん

ぢ
は
わ
が
も
の
な
り
」（
六
ノ
三
）
と
い
う
箇
所
が
朗
読
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
植
田
氏

は
「
む
ろ
ん
こ
れ
は
神
ヤ
ー
ハ
ヴ
ェ
に
た
い
す
る
信
仰
の
言
葉
」
と
し
て
朗
読
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
こ
の
朗
読
は
宗
教
上
の
比
喩
的
解
釈
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
」
と
言
わ
れ
る
。

注
②　

  

以
上
の
こ
と
は
植
田
論
文
（
注
①
）
の
他
に
、『
矢
内
原
忠
雄
未
発
表
聖
書
講
義　

伝
道

之
書
・
雅
歌
』（
新
地
書
房
、1987

）
ロ
バ
ー
ト
・
Ｗ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著
水
野
隆
一
訳
『
現

代
聖
書
注
解 

雅
歌
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、2008

）、
池
田
裕
『
旧
約
聖
書
の

世
界
』（
岩
波
現
代
文
庫
、2001

）、
Ｇ
・
ロ
イ
ド
・
カ
ー
著
、
島
先
克
臣
訳
『
雅
歌
』

（
テ
ィ
ン
デ
ル
聖
書
注
解
』
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、2006

）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

注
③　

  「
雅
歌
」
は
「
ヨ
ブ
記
」「
箴
言
」「
伝
道
の
書
」
と
と
も
に
「
旧
約
聖
書
」
の
「
知
恵
文

学
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、「
知
恵
文
学
」
と
は
「
日
常
の
生
活
の
中
に

神
の
働
き
を
認
め
」、「
こ
の
世
界
そ
の
も
の
が
神
の
言
葉
を
語
り
か
け
て
い
る
」
こ
と
に
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気
づ
か
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
関
根
正
雄
「
聖
書
の
言
語
と
構
造
」（『
旧
約
聖

書
学
と
共
に
』
山
本
書
店
、1977　

pp.50-51

）。

注
④　

  

例
え
ば
笹
尾
鉄
三
郎
口
述
『
雅
歌
講
義
』（
小
兵
士
団
、1924

）
の
冒
頭
に
「
注
意
」
と

し
て
、「
此
雅
歌
は
特
別
に
主
を
慕
ふ
心
を
以
て
読
ま
な
け
れ
ば
、
却
て
害
に
な
る
と
も

何
の
益
も
な
い
。
唯
字
義
の
解
釈
に
拘
泥
し
、
文
学
的
に
研
究
す
る
も
の
な
ら
ば
、
小
説

な
ど
を
読
む
と
異
な
つ
た
処
が
な
い
。
何な
に
と
ぞ卒
深
き
祈
祷
の
中
に
凡す
べ
ての
物
よ
り
目
を
離
し
、

主
イ
エ
ス
の
み
に
目
を
注
い
で
此
貴
い
書
を
研
究
し
玩
味
し
た
い
。」
と
あ
る
。

注
⑤　

  

新
村
出
「
御
大
切
と
い
ふ
言
葉
」「
愛
と
い
ふ
言
葉
」（
共
に
『
琅
玕
記
』
収
録
）
な
ど
。

『
岩
波
古
語
辞
典　

補
訂
版
』
の
「
愛
」
の
項
に
は
、
日
本
語
の
「
愛あ
い

」
は
「
儒
教
的
に

は
親
子
の
情
な
ど
の
よ
う
に
相
手
を
い
た
わ
り
、
生
か
そ
う
と
す
る
心
持
を
言
い
、
仏
教

的
に
は
自
分
を
中
心
に
し
て
相
手
へ
の
自
分
の
執
着
を
貫
こ
う
と
す
る
心
持
を
い
う
。
仏

教
で
は
「
愛
」
を
必
ず
し
も
よ
い
と
は
見
て
い
な
い
。
ま
た
、
概
し
て
優
位
に
あ
る
も
の

が
弱
小
の
も
の
を
い
と
お
し
み
、
も
て
あ
そ
ぶ
意
の
使
い
方
が
多
か
っ
た
」
と
あ
る
。

注
⑥　

  『
旧
約
聖
書
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ア
ラ
ム
語
辞
典
』（“A

 Concise H
ebrew

 and A
ram
ic 

Lexicon of the O
ld T
estam

ent”by W
illiam

 L. H
olladay, W

illiam
 B. Eerdm

ans 
Publishing Com

pany. 1988

）
に
は
、
ア
ハ
ヴ
ァ
ー
に
は
、

　
　
　
　
　

1. accusative. person : father / son. m
an / w

ife. w
ife / husb.

　
　
　
　
　

2. accusative. thing : justice . bribe.

　
　
　
　
　

3. love God. his salvation.

　
　
　
　
　

4. God loves .his fathful.

　
　
　
　
　

5. love to 

＋vb

　
　
　
　
　

6. freind.

　
　
　
　
　

7. m
isc. : cogn.

　
　
　

と
あ
り
、
ド
デ
ィ
ー
に
は
、

　
　
　
　
　

1. beloved, lover

（son of father's brother asual husband

）

　
　
　
　
　

2.  a

） father's brother. b

） sons of father's brother

　
　
　
　
　

3. love

（-m
aking

）

　
　
　

  

と
あ
る
。
名
尾
耕
作
・
高
橋

編
『
旧
約
聖
書
ヘ
ブ
ル
語
大
辞
典　

付
・
ア
ラ
ム
語
』

（
改
訂
3
版　

教
文
館
、2003

）
で
も
同
じ
。

注
⑦　

  

ミ
ル
ト
ス
・
ヘ
ブ
ラ
イ
文
化
研
究
所
編
『
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
対
訳
シ
リ
ー
ズ
38
』（
株
式

会
社
ミ
ル
ト
ス
、1990

）
を
用
い
た
。

注
⑧　

  

松
田
伊
作
「
旧
約
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
対
人
精
神
活
動
動
詞
の
意
味
」（
九
州
大
学
文
学
部
紀

要
『
文
学
研
究
』
70
号1973.3

）

注
⑨　

  

関
根
正
雄
「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
日
本
語
の
ズ
レ
」（『
旧
約
聖
書
学
と
共
に　

下
』
山
本
書
店
、

1977, p.55

）

注
⑩　

  

た
だ
し
、
英
語
のlove

も
ま
た
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
と
エ
ロ
ス
の
愛
の
両
方
を
意
味
す
る
。
例

え
ば
研
究
社
『
新
英
和
大
辞
典
』（1968

版
に
よ
る
）
のlove

の
意
味
を
次
の
よ
う
に
列

記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

1　

愛
、
愛
情
（affection, tenderness, attachm

ent

）

　
　
　
　
　

2　

好
き
、
好
み
、
愛
好
（strong liking, fondness

）、
好
意
（good w

ill

）

　
　
　
　
　

3　

  （
神
の
）
愛
、
慈
悲
（m

ercifulness

）;

（
人
の
神
に
対
す
る
）
対
神
愛

（veneration

）

　
　
　
　
　

4　

恋
、
恋
愛
、
恋
慕
（sexual affection

）pl. 

情
事
（love affection

）

　
　
　
　
　

5　

色
情
、
性
欲
（am

orous desire

）

　
　
　
　
　

6　

愛
す
る
も
の
、
い
と
し
い
も
の
（darling

）; 

恋
人
（sw

eet heart

）

　
　
　
　
　

7　
〔L-

〕
恋
の
神
、
愛
の
神
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
（Cupid, Eros

）

　
　
　

 

し
た
が
っ
て
、【
元
訳
】
が
直
接
的
に
は
英
訳
聖
書
か
ら
訳
さ
れ
た
と
し
て
も
同
様
に
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

注
⑪　

池
田
裕
『
旧
約
聖
書
の
世
界
』（
岩
波
現
代
文
庫2001, p.307

）

注
⑫　

  

ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成　

第
三
版
』
に
は
「
寵
愛
」
を
イ
ツ
ク
シ
ミ

（itsukushim
i

）
と
訳
し
、
同
義
・
類
義
語
と
し
て
カ
ワ
イ
ガ
ル
、
ア
イ
ス
ル
を
挙
げ
て

い
る
。

注
⑬　

  「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
高
村
光
太
郎
の
文
章
に
つ
い
て
佐
波
亘
は
「
詩
人
高
村
光
太

郎
植
村
正
久
の
訳
し
た
雅
歌
の
訳
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
」
と
記
し
て

い
る
（『
植
村
正
久
と
其
の
時
代　

新
補
遺
』（
教
文
社
、
昭
和
五
十
一
年
刊P.177

）。
高

村
光
太
郎
が
引
用
し
て
い
る
「
雅
歌
」
の
訳
文
は
『
旧
約
全
書
』
所
載
の
も
の
と
同
じ
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
植
村
正
久
も
訳
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

注
⑭　

  

聖
書
の
翻
訳
で
は
抽
象
語
を
主
語
と
す
る
文
は
多
い
。
例
え
ば
明
治
十
二
年
刊
Ｎ
・
ブ

ラ
ウ
ン
訳
『
志
無
也
久
世
無
志
与
』
の
マ
タ
イ
伝
第
六
章
三
十
四
節
に
「
あ
す
が　

あ

す　

の　

こ
と
を　

お
も
ふ
べ
し
」（【
Ａ
Ｖ
】the m

orrow
 shall take thought for 

the things of itself

）、
明
治
十
六
年
刊
ヘ
ボ
ン
訳
「
箴 

言
」
の
第
十
四
章
十
節
に
「
心
こ
ゝ
ろ

は
お
の
れ
の
愁
を
し
る
」（【
Ａ
Ｖ
】T

he heart know
eth his ow

n bitterness

）
な

ど
と
見
ら
れ
る
が
、
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
時
代
が
降
り
、

　
　
　
　
　

  
容
易
に
打
ち
壊
さ
れ
な
い
自
信
が
、
其
叫
び
声
と
と
も
に
む
く
く
首
を
擡も
た

げ
て
来
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 （
夏
目
漱
石
の
「
私
の
個
人
主
義
」
大
正
三
年
〔1914

〕）

　
　
　
　
　

死
は
知
ら
ん
ふ
り
を
し
て
そ
れ
を
見
や
っ
て
い
る
。
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（
有
島
武
郎
『
生
れ
出
る
悩
み
』
大
正
七
年
〔1918

〕）

　
　
　

  

な
ど
が
早
い
例
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
愛
の
お
の
づ
か
ら
起お
こ

る
と
き
ま
で

は
」
の
主
語
は
愛
人
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
湯
浅
吉
郎

（
半
月
）
の
『
雅
歌
』（
大
正
十
三
年
刊
）
に
「
あ
あ
恋
人
よ
左ゆ
ん
で手
を
ば
私わ
た
しの
頭か
し
らの
下し
た

に
お

き
、
右め

て手
を
の
ば
し
て
抱だ
き

し
め
よ
。
あ
あ
エ
ル
サ
レ
ム
の
女お
な
ご子
達た
ち

、
野
の
鹿
さ
し
て
誓
ひ

請こ

ふ
、
愛
の
お
の
づ
か
ら
起お
き

る
ま
で
喚よ
び
お
こ起
す
な
よ
醒さ
ま

す
な
よ
」（
一
章
四
節
）
と
あ
る
の

は
、「
起お
き

る
」
と
あ
る
も
の
の
、「
始は
じ
めて
遇あ

ふ
て
も
ろ
と
も
に
、
愛
の
お
の
づ
か
ら
、
起お
こ

り

し
は
、
こ
ゝ
の
林り
ん
ご檎
の
木こ
か
げ陰
ぞ
よ
」（
五
章
二
節
）
と
い
う
訳
も
あ
り
、【
元
訳
】
の
意
図

を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
笹
尾
鉄
三
郎
口
述
『
雅
歌
講
義
』（
小

兵
士
団
、
大
正
十
三
年
刊
）
に
、

　
　
　

  

こ
の
節
は
六む
つ

か
し
き
節
で
種
々
の
解
釈
が
あ
る
。
或
人
は
之
を
キ
リ
ス
ト
の
言
な
り

と
い
ひ
、
或
人
は
新
婦
の
言
と
す
る
。（
中
略
）
今
先
ず
キ
リ
ス
ト
の
言
と
し
て
解

釈
し
や
う
。
／
新
婦
が
斯
く
の
如
く
主
の
御
手
に
抱
か
れ
て
、
其
御
懐
に
安
ん
じ
て

居
る
時
、
外
よ
り
エ
ル
サ
レ
ム
の
女
子
即
ち
普
通
の
信
者
が
妨
害
に
来
る
。
其
時
に

キ
リ
ス
ト
は
此
言
を
以
て
弁
護
し
給
ふ
所
で
あ
る
。（
中
略
）
／
次
に
此
節
を
新
婦

の
言
と
し
て
見
ん
に
、
キ
リ
ス
ト
と
一
緒
に
楽
し
み
安
ん
じ
居
る
時
に
外
部
よ
り
各

様
の
妨
害
が
来
り
、
見
ゆ
る
所
不
信
仰
人
の
声
等
が
此
楽
し
き
安
息
を
破
ら
ん
と
す

る
（
詩
百
卅
二
○
十
三
十
四
）。
即
ち
キ
リ
ス
ト
が
我
衷
に
憩
ひ
安
眠
し
て
居
給
ふ

の
に
之
を
妨
げ
ん
と
す
る
。（
下
略
）

　

と
あ
る
の
は
、
な
お
人
を
主
語
と
し
て
い
る
。

注
⑮　

  【
Ａ
Ｖ
】
でm

y soul loveth, m
y loves, m

y beloved, thy love, thy beloved, 
another beloved, her beloved

な
ど
所
有
格
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、【
元
訳
】
で

は
そ
れ
ら
を
省
略
せ
ず
「
我
が
」「
汝
の
」「
別
の
人
の
」「
お
の
れ
の
」
と
訳
す
る
の
が

原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
例
に
お
い
て
は
そ
れ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

注
⑯　

  

研
究
社
『
新
英
和
大
辞
典
』
のplease

の
項
。
引
用
の
前
に
★
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
凡
例
」
に
「
文
法
・
慣
用
そ
の
他
の
点
で
必
要
と
思
わ
れ
る
補
足
的
な
注
意
・
説
明
・

参
考
事
項
の
記
載
は
、
特
に
★
の
し
る
し
を
そ
の
前
に
置
い
て
検
索
を
容
易
に
し
た
」
と

あ
る
。it please

の
説
明
も
同
辞
典
に
よ
る
が
、
同
じ
く
★
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

注
⑰　

  『
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
対
訳
シ
リ
ー
ズ
38
』
の
口
語
訳
も
「
最
も
は
げ
し
い
炎
」
と
訳
し
、

新
共
同
訳
も
「
火
花
を
散
ら
し
て
燃
え
る
炎
」
と
訳
す
。

注
⑱　

  

宮
地
敦
子
『
身
心
語
彙
の
史
的
研
究
』（
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
四
年
刊
）
第
二
部
第
一

章
「
漢
文
・
欧
文
と
の
交
渉
―
「
愛
す
」
の
系
譜
―
」。

注
⑲　

  

大
野
透
「「
愛
」「
愛
す
」
に
就
い
て
」（『
国
語
学
』
126
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
発
行
）

注
⑳　

注
⑲
同
じ
。

注
㉑　

大
野
氏
の
論
（
注
⑱
）
の
「
ま
と
め
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）  「
愛
（
す
）」
は
、
古
く
は
特
に
上
位
↓
下
位
の
傾
向
が
著
し
か
っ
た
が
、
下
位
↓

上
位
の
例
も
無
視
で
き
な
い
。

　
　
　
（
2
）  「
愛
（
す
）」
に
は
、
漢
語
「
愛
」
に
応
ず
る
非
通
俗
的
な
其
と
、
日
本
語
独
特
の

通
俗
的
な
其
と
が
あ
る
。

　
　
　
（
3
）  

通
俗
的
な
「
愛
（
す
）」（
専
ら
行
動
、
殊
に
肉
体
的
表
現
に
関
係
）
は
院
政
初
期

に
生
じ
て
、
江
戸
末
期
に
亡
び
た
。

　
　
　
（
4
）  

現
代
の
「
愛
（
す
）」
は
非
通
俗
的
な
「
愛
（
す
）」
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
る

が
、
対
等
の
人
間
と
し
て
相
手
を
思
ひ
、
遇
す
る
意
に
用
ゐ
ら
れ
る
傾
向
が
著
し

く
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
西
洋
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　

  　

な
お
日
本
語
の
「
愛
」
に
つ
い
て
は
松
下
貞
三
著
『
漢
語
「
愛
」
と
そ
の
複
合
語
・
思

想
か
ら
み
た
国
語
史
』（
あ
ぽ
ろ
ん
社1982

）
が
あ
り
、
特
に
大
野
氏
の
（
3
）
に
つ
い

て
は
別
の
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。

注
㉒　

  

宮
地
氏
は
明
治
十
三
年
刊
『
新
約
全
書
』
の
例
を
初
出
例
と
し
て
い
る
が
、
日
本
語
訳
の

聖
書
に
こ
の
意
味
の
「
愛
」
が
最
初
に
現
わ
れ
る
の
は
、
管
見
で
は
香
港
で
出
版
さ
れ
た

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
漢
和
対
訳
『
路
加
伝
福
音
書
』（
乙
卯
年
〔1855

〕
年
成
）
に
、

　
　
　
　

○
吾
語
汝
、
敵
爾
者
、
愛
之
、
憾
爾
者
、
善
視
之
。

　
　
　
　
　

  

ワ
レ　

ナ
ン
ヂ
ラ　

キ
ク
モ
ノ
ニ
カ
タ
ラ
ン
、
ナ
ン
ヂ
ラ
ニ　

テ
キ
ス
ル
モ
ノ
ハ　

コ
レ
ヲ
愛ア
イ

シ
、
ナ
ン
ヂ
ラ
ヲ　

ニ
ク
ム
モ
ノ
ハ　

コ
レ
ニ
善ゼ
ン

ヲ
ホ
ド
コ
セ
ヨ
、

 

（
6
・
27
）

　
　
　

  

と
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
早
い
。
日
本
国
内
で
訳
さ
れ
た
も
の
で
も
、
ゴ
ー
ブ
ル
訳

『
摩
太
福
音
書
』（
明
治
四
年
刊
）
に
、

　
　
　
　

○  

イ
エ
ス
ウ　

か
れ
に　

の
た
ま
ふ
た　

あ
な
た
は　

こ
ゝ
ろ
を　

つ
く
し　

た
ま
し

い
を　

つ
く
し　

お
も
い
を　

つ
く
し　

神か
み

は　

あ
な
た
の　

公き
み

を　

あ
い　

す
べ

き 

（
12
・
30
）

　
　
　
　

○  

か
つ　

に
ば
ん
は　

そ
れ
に　

ひ
と
し　

あ
な
た
は　

お
の
れ
の　

や
う
に　

き
ん

じ
よ
の
も
の　

を　

あ
い　

す
べ
し 

（
12
・
33
）

　
　
　

と
見
え
、
ヘ
ボ
ン
の
『
馬
可
伝
福
音
書
』（
明
治
五
年
刊
）
に
、

　
　
　
　

○  
な
ん
ぢ
心こ
ゝ
ろを
つ
く
し
精せ
い
し
ん神
を
つ
く
し
智ち

ゑ慧
を
つ
く
し
力ち
か
らを
つ
く
し
て
汝な
ん
ぢの
神か
み

た
る
主
ぬ
し
ゆ

を
愛あ
い

す
べ
し
。
こ
れ
こ
そ
掟お
き
ての
首か
し
らな
れ
。
第だ
い
に二　

も
ま
た
こ
れ
に
お
な
じ
く
、
す
な

は
ち
隣と
な
りの
人ひ
と

を
お
の
れ
の
如ご
と

く
愛あ
い

す
べ
し
。
こ
れ
ら
よ
り
ほ
か
に
お
ほ
ひ
な
る
掟お
き
ては

な
し
。 

（
12
・
30
〜
31
）
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○  

ま
た
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
し
智ち

ゑ慧
を
つ
く
し
精せ
い
し
ん神
を
つ
く
し
ち
か
ら
を
つ
く
し
て
こ
れ
を
愛あ
い

し
隣と
な
りの
人ひ
と

を
お
の
れ
の
ご
と
く
愛あ
い

す
る
は
す
べ
て
の
燔や
き
に
へ犠
と
供そ
な
へ
も
の物よ
り
勝ま
さ

れ
り

 

（
12
・
33
）

　
　
　

 
な
ど
と
見
え
、
同
じ
く
ヘ
ボ
ン
の
明
治
五
年
刊
の
『
馬
太
伝
福
音
書
』
に
も
「
汝な
ん
ぢの
神か
み

な

る
主ぬ
し
ゆを
愛あ
い

す
べ
し
」（
22
・
37
）「
わ
が
身み

の
ご
と
く
汝
の
隣と
な
りを
愛あ
い

す
べ
し
」（
22
・
39
）

と
見
え
る
。
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